
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度  

区長と語る会結果報告書 

東 京 都 台 東 区 



  



 この報告書は令和５年度に開催した「区長と語る会」での発言の要

旨をまとめたものです。 

 

 ｢区長と語る会｣は、区長が直接区民の皆様からご意見・ご要望等を

お聴きし、貴重なご意見として、区政に反映させることを目的に開催

しております。 

 今年度は、地区町会連合会及び町会連合会女性部の皆様や各中学

校の生徒代表の皆様、区内で活躍する団体のご意見として『ＮＰＯ法

人 台東区の子育てを支え合うネットワーク』の皆様、また青年のご

意見として『二十歳の集い実行委員会』の皆様と語る会を開催いたし

ました。 

 

 いただきましたご意見・ご提案等につきましては、直ちに担当部署

に報告し、可能なものは実施に向け、課題につきましては関係機関と

解決に向け、取り組んでまいります。 

 

 最後に、語る会の開催にあたりご協力をいただきました皆様に、心

から感謝申し上げます。 

 

 

 

令和６年３月 

台東区総務部 広報課 



「区長と語る会」開催日及び出席人数 

対   象 開 催 日 会   場 出席人数 

浅草橋地区町会連合会  ７月 ７日（金） 浅草橋区民館 １３名 

馬道地区町会連合会  ７月 ７日（金） 馬道区民館 １９名 

竹町地区町会連合会  ７月１１日（火） 台東一丁目区民館 １２名 

金杉地区町会連合会  ９月 ８日（金） 金杉区民館 １３名 

入谷地区町会連合会  ９月１１日（月） 入谷区民館 １９名 

清川地区町会連合会  ９月１３日（水） 清川区民館 ２０名 

区立中学校（中学生） １０月１５日（日） 区役所１００１会議室 １４名 

NPO法人台東区の子育て

を支え合うﾈｯﾄﾜｰｸ 

（区内活躍団体） 

１０月２５日（水） 区役所１００３会議室 ５名 

上野地区町会連合会 １１月 ７日（火） 上野区民館 ２３名 

浅草寿地区町会連合会 １１月１０日（金） 寿区民館 ２５名 

雷門地区町会連合会 １１月１３日（月） 雷門区民館 ２４名 

区町会連合会女性部 １１月２０日（月） 区役所１００１会議室 ３０名 

二十歳の集い実行委員会 

（青年団体） 
１１月２４日（金） 区役所庁議室 ４名 

東上野地区町会連合会 １２月 ８日（金） 東上野区民館 １７名 

谷中地区町会連合会  ２月 ２日（金） 谷中区民館 １７名 

区立中学校 

（立志式に携わる中学生） 
 ３月１０日（日） 区役所１００１会議室 ２２名 

出席人数合計 ２７７名 

 



 

 

目   次 

 

「台東区町会連合会との語る会」 

《浅草橋地区町会連合会》 

◇禁煙場所について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １ 

 

◇江戸通りに関する要望について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２ 

 

◇第一東商センタービル建て替えについて  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２ 

 

◇隅田川テラスのスロープ設置について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ３ 

 

 

《馬道地区町会連合会》 

◇リバーサイドスポーツセンター陸上競技場について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ５ 

 

◇区民の防災意識の向上について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６ 

 

◇自転車利用者のヘルメット着用について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６ 

 

◇区有施設の省エネ化について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７ 

 

 

《竹町地区町会連合会》 

◇電信柱地中化について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９ 

 

◇電動キックボードの規制緩和について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10 

 



 

 

◇自転車乗車時のヘルメット着用の義務化について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10 

 

 

《金杉地区町会連合会》 

◇警察・消防関連の各協会会費負担について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11 

 

◇町会用品の倉庫について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12 

 

◇防犯カメラ維持管理費の補助金について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12 

 

◇東泉小学校の大規模修繕について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13 

 

◇多目的利用広場としての活用・利用について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14 

 

 

《入谷地区町会連合会》 

◇JR鶯谷駅について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15 

 

◇マンション建設業者について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16 

 

◇災害時における協助体制の構想について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16 

 

◇旧坂本小学校跡地利用について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17 

 

 

《清川地区町会連合会》 

◇町会広報支援について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19 

 



 

 

◇町会の名称と範囲のわかりやすい周知について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20 

 

◇町会役員の高齢化およびなり手不足について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20 

 

◇水害時の避難場所について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21 

 

 

《上野地区町会連合会》 

◇駐輪場の設置について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23 

 

◇路上営業の取り締まりについて  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24 

 

◇防災倉庫について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24 

 

 

《浅草寿地区町会連合会》 

◇ウミネコの巣の捜索と対応について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25 

 

◇防災無線について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26 

 

◇区道に設置されているガードレールの撤去について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27 

 

◇国際通り歩道上の自転車の違法駐輪の撤去について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 28 

 

 

《雷門地区町会連合会》 

◇台東区住みやすい町として  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29 

 



 

 

◇ふるさと納税の収支問題  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30 

 

◇田原小学校の大規模改修に伴う避難所機能について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 31 

 

◇コミュニティについて  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 32 

 

◇「活力にあふれ多彩な魅力が輝くまち」について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33 

 

 

《東上野地区町会連合会》 

◇JR御徒町駅北口歩行者用信号機および東上野１～２丁目一方通行道路標識について  ‥ 35 

 

◇上野警察署の移転後の土地の使用について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 36 

 

◇旧下谷小学校解体工事後の計画について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 36 

 

 

《谷中地区町会連合会》 

◇高齢者にも身近でレクリエーションできる広場を  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 37 

 

◇芋坂付近谷中霊園側の高木について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 38 

 

◇町会編成について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 38 

 

◇マッサージ券について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39 

 

◇三崎坂の歩道の傾斜について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39 

 



 

 

◇高齢者の集う場所について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39 

 

◇谷中防災コミュニティセンターと初音の森防災広場について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 40 

 

 

「台東区町会連合会女性部との語る会」 

◇東上野地区の昭和通り植込みの管理について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 41 

 

◇植物廃材の再利用について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 42 

 

◇イベントなどのバッジ配付について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 42 

 

◇散乱ごみと置き去りごみについて  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 43 

 

◇コインパーキング利用後の逆走車について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 44 

 

◇旧坂本小学校跡地について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 44 

 

◇めぐりんのバス停について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45 

 

◇JR鶯谷駅北口におけるバリアフリー化再々要請について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45 

 

◇江戸通りの放置自転車について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 46 

 

◇柳北公園について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 47 

 



 

 

◇放置されている空き家の安全対策について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 48 

 

 

「中学生との語る会」 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 49 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 50 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 50 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 51 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 52 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 53 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 54 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 54 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 55 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 55 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 56 

 



 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 57 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 57 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 58 

 

 

「NPO法人 台東区の子育てを支え合うネットワークとの語る会」 

◇子供の学力格差の問題について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 59 

 

◇子供の見守りについて  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 60 

 

◇児童相談所について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 60 

 

◇公共施設の活用について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 61 

 

◇子育て支援における食事・食育支援について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 61 

 

 

「二十歳の集い実行委員会との語る会」 

◇観光バスの対策について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 63 

 

◇隅田川花火大会について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 64 

 

◇精神疾患を有する人への支援について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 65 

 



 

 

◇鶯谷駅北口周辺の路上喫煙について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 65 

 

◇少子化対策について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 66 

 

◇今後の台東区について  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 66 

 

 

「立志式に携わる中学生との語る会」 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 67 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 68 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 68 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 69 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 69 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 70 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 70 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 71 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 71 

 



 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 72 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 72 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 73 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 73 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 74 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 74 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 75 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 75 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 76 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 76 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 77 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 77 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 78 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・この報告書は「区長と語る会」における質問と回答の要旨を記載いたしました。 

・町会名や肩書きは「区長と語る会」開催時のものです。 

・（※）は「区長と語る会」開催後の経過報告および補足事項を記載いたしました。 

・対応の表示内容は以下のとおりです。 

対 

応 

実施済 対応中 今後対応 検討 
他機関へ

要望 
課題あり 事業説明 

◎ ○ ◇ ☆ ● △ ─ 
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「台東区町会連合会との語る会」 

《 浅 草 橋 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：７月７日（金） 午前10時から（会 場：浅草橋区民館） 

 

 

◇禁煙場所について 

質問 回答 対応 

区では歩きたばことポイ捨ては禁止さ

れていますが、喫煙場所については、朝の

通勤時間帯に制限がある以外は特に禁止

されていません。 

町会内の公園や駐車場、私道等の危険

な狭い場所において、たばこを吸う人が

多く困っています。区で「禁煙」のステッ

カーを作ってもらい、表示したいと考え

ていますが、お願いできないでしょうか。 

区では「東京都台東区ポイ捨て行為等の防

止に関する条例」を施行し、マナー指導員に

よる巡回などを実施しています。 

また、喫煙する人もしない人も共存できる

環境をつくるため、公衆喫煙所の整備を推進

しています。 

今後も公衆喫煙所の整備を進めるととも

に、マナー指導員による巡回指導や、路面標

示シートの設置などによる、喫煙者のマナー

啓発に取り組んでまいります。 

ご質問の、民間駐車場などの私有地内につ

いては、区条例の規制の対象外ですが、管理

者の方よりご相談をいただければ、「敷地内

禁煙」などの掲示物等による支援をさせてい

ただきますので、環境課までご相談いただく

ようお伝えください。 

 

※令和５年７月、現地調査を行い、質問者に

区で作成した掲示物を配付しました。（環

境課） 

◎ 
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◇江戸通りに関する要望について 

質問 回答 対応 

江戸通りは、以前から植木が整備され

ていますが、高齢者がちょっと休憩でき

る椅子などは皆無の状態です。植木も場

所によっては塵ごみ捨て場と化していま

すが、そのような場所は、植木に替えて、

１人が腰掛けられるような椅子があった

ら助かると思います。 

ベンチではなく、ちょっと腰を下ろせ

る石のようなものでできた椅子を希望し

ます。 

街中へのベンチ設置については、高齢者や

子育て世代の方々に対する休憩場所として

の機能を提供できるなど、居心地がよく歩き

たくなるまちづくりの実現に向けて有効で

あると考えます。 

また、地域の皆様で進めていただいている

「浅草橋駅周辺まちづくり勉強会」でも、駅

周辺の回遊性の向上についてご意見が出て

いると聞いています。 

街中へのベンチ設置には、当該地区のまち

づくりのあり方や、具体的な設置位置の検討

などの条件整理が必要になります。今後、勉

強会での検討状況を踏まえ、必要に応じて、

道路管理者である国と意見交換を行ってま

いります。 

☆ 

 

◇第一東商センタービル建て替えについて 

質問 回答 対応 

第一東商センタービル（柳橋２丁目１

番９号）解体後、34階建てのビルが建設さ

れ、公開空地ができる予定と聞いていま

す。 

現在、台東区との関りがありましたら

教えてください。 

区が現在把握していることは、当初の予定

では、令和６年２月に工事が着工され、令和

８年10月に完了予定ということ。また、東京

都の許可により、一般の歩行者が自由に通行

することのできる「公開空地」を設けた計画

となっているということです。 

今後話が固まってきた段階で、より詳しい

情報を入手してまいります。 

 

※令和５年７月、質問者に解体工事等につい

て、事業者から説明を行いました。（住宅

課） 

― 
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◇隅田川テラスのスロープ設置について 

質問 回答 対応 

昨年の区長と語る会において、浅草橋

地区における隅田川親水テラスへのス

ロープの整備をお願いしました。 

スロープの設置は重要であるとしたう

えで、「浅草橋駅周辺まちづくり勉強会」

の進展に沿って検討するとの主旨の回答

をいただきました。 

まちづくり勉強会では、度重なる意見

交換がなされており、隅田川と神田川に

囲まれたこのまちで、川とまちとの関係

をより近いものとすることがまず求めら

れるという意見が大多数の一致した見解

でした。 

まちづくり勉強会の意向を具体化する

という見地からも、前回提案した設置可

能と考えられる蔵前１丁目１番地に隣接

するテラス入口にスロープを建設するこ

とを改めてお願いします。 

隅田川を管理している東京都へは、昨年

度、スロープ設置要望について伝えていま

す。 

改めて区としても、この親水テラスはジョ

ギングや散歩等で大いに利用されており、ス

ロープの設置は非常に重要なことだと感じ

ています。 

「浅草橋駅周辺まちづくり勉強会」でも

様々な要望を出していただいていると聞い

ていますが、まずは担当を伺わせてお話を聞

かせていただき、そのうえで今後さらに都に

働きかけてまいります。 

 

※令和５年７月、質問者に詳細を伺うととも

に、テラスの管理者である都へ要望を伝え

ていることを説明しました。 

その後、令和５年10月、スロープ設置の要

望について改めて都へ申し入れを行いま

した。（都市計画課） 

● 
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《 馬 道 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：７月７日（金） 午後３時から（会 場：馬道区民館） 

 

 

◇リバーサイドスポーツセンター陸上競技場について 

質問 回答 対応 

馬道地区では、新型コロナウイルスの

感染拡大で中止となっていた大運動会

を、リバーサイドスポーツセンターの陸

上競技場で４年振りに開催する予定で

す。 

陸上競技場の大規模改修工事が予定さ

れているということですが、どのような

工事となるのか、また工事により使用で

きない期間があるのかお聞きします。 

陸上競技場は築36年を経過しており、老朽

化への対応や機能向上のため、改修工事を行

います。 

外壁改修や設備の更新、フィールドの改修

を行うとともに、熱中症対策として観覧席に

屋根を設置し、夜間利用できるよう照明を設

置します。 

工事は令和７年度から８年度に予定して

おり、工事期間中は施設のご利用はできませ

んが、今後、工事期間の短縮や、フィールド

のみ利用できる期間を設けるなど、影響を最

小限にするよう検討してまいります。 

地区の大運動会にも影響する話だと思い

ますので、工事スケジュールが決まりました

らお知らせします。 

― 
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◇区民の防災意識の向上について 

質問 回答 対応 

今年は、大きな被害をもたらした関東

大震災から100年を迎える節目の年とい

うことで、区民の防災意識の向上を図る

には絶好の機会だと思いますので、これ

まで以上に力を入れてもらいたいと思い

ます。 

区では、関東大震災の記憶を風化させるこ

となく、防災・減災への取り組みを強化して

いく必要があるため、今年度「たいとう 関

東大震災100年事業」を実施してまいります。 

その一環として、防災団を結成している町

会に対し、防災資器材や防災活動に要する経

費の助成金額を拡充しています。 

さらに、すでに所有している町会を除き、

希望する町会に対してスタンドパイプと給

水栓セットを配置しますので、ぜひこの機会

にご活用ください。 

今後も「たいとう関東大震災100年事業推

進に関する協議会」の皆様のご意見をお聞き

して、災害に対する自助・共助・公助の充実

や連携を一層図り、総合的に地域防災力を強

化してまいります。 

― 

 

◇自転車利用者のヘルメット着用について 

質問 回答 対応 

４月からすべての自転車利用者にヘル

メットの着用が努力義務化されました

が、着用している方は少ないようです。 

自転車の安全な利用が促進されるよ

う、交通ルールとして、ヘルメット着用に

ついての周知啓発を進めて行ってもらえ

ればと思います。 

区でも、自転車用ヘルメットの着用を推進

し、事故時の被害軽減を図っていくことは大

変重要と考えています。 

そのため、各警察署や交通安全協会等と連

携を図りながら、交通安全週間や、小・中学

生を対象とした自転車安全講習の際に、ヘル

メット着用の啓発を行っているところです。 

また８月より、自転車のヘルメット着用を

推進するため、3,000円を上限にヘルメット

購入費用の助成事業を実施します。 

今後とも、様々な事業やイベント開催時等

において、交通安全の周知啓発に努め、自転

車の安全利用を促進してまいります。 

― 
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◇区有施設の省エネ化について 

質問 回答 対応 

電気・ガス料金の高騰が、家計を直撃し

ています。 

区役所、生涯学習センター、学校等大規

模な施設や街路灯を管理する区の財政に

も大きな影響が出ているのではないかと

思います。 

そこで、区の施設への省エネ機器の導

入や太陽光等再生可能エネルギーの活用

を、より一層進めるべきだと思います。 

光熱費の削減だけでなく、地球温暖化

対策の面からも、区が率先して進めてく

ださい。 

区有施設においては、光熱費の削減はもち

ろん、地球温暖化対策の観点からも、省エネ

機器の導入や再生可能エネルギーの活用を

していくことが、大変重要であると認識して

います。 

そこで現在、大規模改修工事を予定してい

る施設等を除き、令和６年度までに全ての区

有施設で省電力型照明（LED）への交換が完

了するよう整備を進めるとともに、学校等に

おいて清掃工場の熱を利用した発電電力の

活用や、大規模改修時に太陽光パネルを設置

するなどの取り組みを行っています。 

また現在、区有施設の温室効果ガス削減へ

の指針となる「台東区区有施設地球温暖化対

策推進実行計画（第六次計画）」の策定に取

り組んでいます。 

今後も率先して、区有施設に省エネ機器の

導入や再生可能エネルギーを活用してまい

ります。 

― 
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《 竹 町 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：７月11日（火） 午前９時30分から（会 場：台東一丁目区民館） 

 

 

◇電信柱地中化について 

質問 回答 対応 

隣の区は新しく開発された地域で電柱

も無く、路上駐車や自転車等の不法行為

に厳しいため、その影響で困っています。 

特に最近はコロナ禍により自転車通勤

者が多く、駅の周りの有料駐輪場を使用

せず、電信柱にロックする方もいます。 

また、わが区は観光のまちですが、電信

柱が多く景観を損なっています。地震や

台風で電柱の先についているトランス等

が落下倒壊することも懸念され、大変危

険です。 

電柱が無くなれば、不法駐輪や駐車、ご

み捨てをする方がいなくなり、体の不自

由な方々の危険も減り、歩行者が広く使

用できるようになると考えます。 

電信柱地中化の計画は電力会社との共

同と聞いていますが、どのようになって

いるのでしょうか。 

まず「無電柱化」については、「台東区無

電柱化推進計画」を策定し、電力会社や通信

会社等と連携しながら取り組んでいます。 

しかし、道路周辺の状況によっては困難で

あることや、時間が掛かることなどの課題が

あります。今後もこれらの課題等を踏まえ、

無電柱化を推進する路線について検討して

まいります。 

次に「放置自転車対策」についてです。区

では、区内全域に巡回指導員を派遣し、定期

的に見回りや警告等を実施し、一定期間を経

過しても放置されている自転車については、

区条例に基づき移送等を行っています。 

また、特に放置自転車が多い地域は、歩行

者等の安全を確保したうえで、カラーコーン

やバリケード等の資材を設置するなど、公道

上に放置しにくい対策を講じることもあり

ます。担当の交通対策課よりご連絡しますの

で、ご相談いただければと思います。 

 

※令和５年７月、質問者に今後の対策につい

て説明しました。（交通対策課） 

○ 
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◇電動キックボードの規制緩和について 

質問 回答 対応 

道路交通法が改正され、電動キック

ボードの規制が緩和されました。 

車輪が非常に小さい分、車道から歩道

に上がるときにつまずいてしまい、大き

な事故につながる可能性があるのではな

いかと危惧しています。 

また、パリでは事故が多発しているニ

ュースを見ました。 

非常に便利な乗り物であり、これから

普及してくる物だと思いますので、対策

などをお聞かせいただければと思いま

す。 

７月１日から道路交通法の改正により、電

動キックボード等に新しいルールができま

した。 

具体的には、運転免許証が不要となり、ヘ

ルメットの着用も努力義務となりました。一

方で、16歳未満の者は運転禁止となり、走行

できる場所も、原則車道や自転車道を走るこ

とが定められています。 

電動キックボードの走行については、交通

管理者である警察の管轄となっていますが、

ルールを無視した無謀運転等に関し、区とし

ても非常に懸念しているところです。 

区としても、区内警察署と連携したり、ま

たナンバープレート交付時に周知チラシを

配付したりしながら、安全な利用についての

周知啓発や注意喚起を行ってまいります。 

 

※令和５年７月、上野警察署に情報提供を行

いました。（交通対策課） 

― 

 

◇自転車乗車時のヘルメット着用の義務化について 

質問 回答 対応 

道路交通法により、全ての自転車利用

者について、乗車時のヘルメット着用が

努力義務になりました。 

つきましては、区のほうでヘルメット

等への補助金を出していただけるようお

願いします。 

区でも、自転車用ヘルメットの着用を推進

し、事故時の被害軽減を図っていくことは大

変重要と考えています。 

そのため、各警察署や交通安全協会等と連

携を図りながら、交通安全週間や、小・中学

生を対象とした自転車安全講習の際に、ヘル

メット着用の啓発を行っているところです。 

また８月より、自転車のヘルメット着用を

推進するため、3,000円を上限にヘルメット

購入費用の助成事業を実施します。 

今後とも、様々な事業やイベント開催時等

において、交通安全の周知啓発に努め、自転

車の安全利用を促進してまいります。 

― 
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《 金 杉 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：９月８日（金） 午後６時から（会 場：金杉区民館） 

 

 

◇警察・消防関連の各協会会費負担について 

質問 回答 対応 

会長に就任して、町会が様々な協会に

加盟していることを知りました。上野防

火防災協会・下谷交通安全協会・下谷防犯

協会など、区からの補助もある団体です。 

これらの協会の活動は、地域の安全・安

心の推進や交通事故防止対策等を推進す

る活動であり、大変ありがたく感じてい

ます。 

その年会費は町会費で賄っています

が、町会費の現状としては、町会員の全て

からいただけているわけではなく、マン

ションが増え、世帯数が増えても、町会費

は減っています。町会費の支払いは義務

ではないため、払わない方も増えており、

払っている方との間に不公平さが生まれ

ています。そのため、各協会への会費支払

等については、区で対応すべきなのでは

ないかと考えています。区とともに取り

組んだほうが効率的であり、各協会の事

業も区民に伝わりやすいと思います。 

町会費に対するご理解と負担軽減への

協力をお願いします。 

各協会については、地域の皆様によって組

織されている団体であり、地域の安全・安心

に寄与する活動をしていると認識していま

す。そのため、区ではその活動意義等を踏ま

え、各協会の事業に対し補助金を支出するこ

とで、支援を行っています。 

一方で、各協会への加入については、町会

の皆様のご意思によって行われているもの

とお聞きしており、区が代わりに年会費を支

払うことは難しいのが現状です。 

しかしながら今回、町会費の現状等をお伺

いしましたので、各協会の事務局には情報提

供させていただきたいと思います。 

 

※令和５年９月、各協会に情報提供を行いま

した。（危機・災害対策課、交通対策課、

生活安全推進課） 

△ 
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◇町会用品の倉庫について 

質問 回答 対応 

子供会や例大祭等、町会で使用する器

具は多く、各役員の自宅等に置かせても

らって対応しています。 

つきましては、小学校や中学校もしく

は区民館等で倉庫を作っていただくこと

を検討していただけないでしょうか。 

町会活動において、様々な行事やイベント

を行うために多数の器具等を保管されてい

ることは、区としても認識しています。 

しかし、区民館等の公共の場所に倉庫を作

ることは難しい状況です。よって、町会用品

の収納場所については、各町会で用意してい

ただいています。 

町会役員の皆様にはご負担をお掛けする

ことになり申し訳ございませんが、ご理解い

ただきますようお願いいたします。 

△ 

 

◇防犯カメラ維持管理費の補助金について 

質問 回答 対応 

現在、防犯カメラ維持管理費の補助金

は、①電気料金、電柱使用料に関するも

の、②保守点検費、修繕費に関するものの

二本立てとなっています。 

それぞれ締め切り日も異なっているた

め、町会・職員双方の事務手続き上の負担

を減らすためにもこれを一本化すること

はできないでしょうか。 

また、防犯カメラの台数によって、補助

金を出していただければ、町会・職員双方

の事務手続き上の負担が減ると思います

ので、ご検討いただきたいと存じます。 

町会等が設置した防犯カメラの維持管理

費は、「電気料金・電柱等使用料」と「保守

点検費・修繕費」とで補助金の制度が異なる

ため、申請が分かれています。 

また、それぞれ申請期間のルールが違うこ

とや、申請される団体の数も異なっている状

況もあり、書類の精査および補助金の交付手

続きなどの事務処理に必要な期間を考慮し、

現状のような締め切り日を設定しています。

申請期間が異なることについて皆様にはご

不便お掛けしますが、ご理解いただきますよ

うお願いいたします。 

また、本補助金は保守点検費や電気料金な

ど、実際に掛かった経費の実績に基づき、交

付額を確定します。そのため、防犯カメラの

数量に応じて一律に交付することができず、

例年各町会には経費の金額が確認できる書

類のご提出をお願いしているところです。 

書類のご提出に伴う町会の負担を軽減で

きるよう、区では引き続き申請手続きや事務

処理の効率化を図り、より本事業をご活用し

ていただけるよう取り組んでまいります。 

△ 
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◇東泉小学校の大規模修繕について 

質問 回答 対応 

東泉小学校の大規模修繕工事が令和７

年度に予定され、令和５～６年度に実施

設計を行うと聞いています。 

そこで、ぜひ検討していただきたいこ

とがあります。 

①コミュニティ委員会並びに学童クラブ

入口付近にエレベーターを設置するこ

と 

②昨年も当会で検討依頼した電源施設や

防災備蓄倉庫の水没を避けるためのか

さ上げをすること 

以上の実施をお願いします。 

まず、１点目のエレベーター設置の件です

が、ご提案いただいた入口付近へのエレベー

ターの新設は困難な状況です。 

今回の大規模改修では、現在設置している

エレベーターについて、大型化やバリアフ

リー化等の対応を検討しています。また、導

線の見直し等を図り、コミュニティ委員会を

はじめとする各利用団体の皆様にも利用し

ていただけるよう考えているところです。 

次に、２点目の電源施設や防災備蓄倉庫が

水没を避けるための対策についてです。 

近年の小中学校大規模改修においては、水

害対策に考慮して対応を進める考えとなっ

ています。東泉小学校においても、この考え

に基づき設計を行い、可能な限り水害への対

策を実施してまいります。 

◇ 
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◇多目的利用広場としての活用・利用について 

質問 回答 対応 

根岸定期利用保育室は、現在６名程が

通園しているようです。ここまで利用が

減ったのは待機児童対策の効果が出てい

るおかげかと思います。 

その保育室が令和６年３月に閉園され

るとの情報を耳にしました。そこで、閉園

後の跡地を以下のような多目的利用広場

として活用・利用をさせてはいただけま

せんでしょうか。 

・災害避難一時集合場所として 

・防火・防災訓練場所として 

・ラジオ体操会場として 

・子供たちの納涼大会会場として 

・餅つき大会の会場として 

・例大祭のお祭り広場として 

・交通安全週間期間中のテント設置場所

として 

遊具等は必要としていません。お願い

できるのであれば水道の蛇口とトイレ、

全面に芝を敷いて「憩い」と「安らぎ」の

広場をぜひご検討ください。 

根岸定期利用保育室については、ご指摘の

とおり、今年度末で閉園する予定です。 

閉園後の当該施設の活用については、現

在、他の区有施設同様に、区内の施設全体の

整備や改修の計画等を踏まえながら、有効か

つ効果的な活用を図るよう検討していると

ころです。 

ご提案の多目的利用広場としての整備と

維持管理に関するご意見については、地元の

方々の交流拠点を創出していくうえで、非常

に意義のあることであると理解いたしまし

た。 

今後は地域の方々のご意見を伺いながら、

当該地のあり方について検討を進めてまい

ります。 

☆ 
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《 入 谷 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：９月11日（月） 午前10時から（会 場：入谷区民館） 

 

 

◇JR鶯谷駅について 

質問 回答 対応 

鶯谷駅北口について、山手線の駅の中

でエレベーターもエスカレーターも無い

改札口が珍しく、最近では乗降客も増え

てきているようであり、どちらかを設置

するようなバリアフリー化の案をJRに申

し出ることはできないのでしょうか。 

また、南口については、バリアフリー化

で改札口の向かい側にエレベーターは設

置されましたが、遠回りになることから、

利用する方は少ないように思えます。そ

のため、南口改札から直接、凌雲橋を渡っ

て言問通り側に下りて行く方が多く、雨

の日等では大変危険です。 

つきましては、鶯谷駅南口下の飲み屋

街と鶯谷公園を合わせてビル化し、南口

改札から屋根付きの歩道を設置すれば、

利便性が大幅に向上すると思われます

が、このような案を検討することはでき

ないのでしょうか。 

鶯谷駅北口のバリアフリー化やエスカ

レーターの設置については、これまでも度々

JRに対して要望しているところです。直近で

は、今年の４月、９月にも申し伝えています

が、技術的な課題等があり、設置が困難であ

るとの見解を受けています。 

しかし、地域にお住いの方をはじめ、駅利

用者の皆様の利便性向上のためにも、鶯谷駅

北口の改善は区としても大変重要な課題で

あると認識しています。そのため、これから

も粘り強くJRに働きかけてまいります。 

また、南口については、「鶯谷駅周辺のま

ちづくり」の中で、上野方面と根岸方面の回

遊性向上のあり方を踏まえて検討してまい

ります。 

● 
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◇マンション建設業者について 

質問 回答 対応 

台東区は文化遺産もあり、交通の便も

良く、商業地であることも加味して、中小

マンション業者の投資先として最近特に

活発化している状況です。しかし業者に

よっては、町会へ一度も連絡無しに建設

を始めて、マンションが完成している物

件もあります。 

つきましては、何とか町会と事前にコ

ンタクトを取るような働きかけをお願い

したいです。 

区では、「集合住宅の建築及び管理に関す

る条例」に基づき、10戸以上の集合住宅を建

築する事業者に対して、入居者の町会加入に

ついて町会と事前に協議をするよう指導し

ています。また、事業者より区へ町会情報の

提供申請を受けた際は、理由を聞き取りのう

えで、町会の連絡先をご案内しています。 

なお、条例の対象外である９戸以下の住宅

についても、町会情報の提供申請があった際

には、同様に対応しています。 

引き続き、集合住宅建築の際は、事業者に

対して町会の役割や活動などの重要性をご

説明するとともに、町会とコンタクトを取っ

ていただくよう、働きかけてまいります。 

○ 

 

◇災害時における協助体制の構想について 

質問 回答 対応 

災害時に町会が活動する協助として、

避難場所まで町内の高齢者や障害者の誘

導をすることは、現状の高齢化した町会

体制では難しいと考えます。そこで、マン

ション建設が多くなってきた現在、中高

層マンションのある町会については管理

組合と協定を結び、マンション共用部分

を一時避難場所として近隣住民を受け入

れていただけるよう、区が推進してほし

いです。災害時には公助活動として一時

避難場所へ救出に行くことにすれば、救

出活動も迅速に行えます。 

「協定書は、町会・マンション管理組

合・行政の３者で契約する。行政サービス

としてマンション管理組合に災害時の飲

料水等の提供をする。」このような協助体

制を構築してはいかがでしょうか。 

災害時の高齢者や障害者の方の避難誘導

は大きな課題であり、区では避難行動要支援

者名簿を作成し、町会のほか、民生委員、消

防団への協力をお願いしているところです。 

地震の場合は、まず一時集合場所に集まり

ますが、自宅が安全な場合にはそのまま在宅

避難をお願いしています。水害の場合は、一

時集合場所ではなく、直接、避難場所に避難

していただきます。この場合も、荒川氾濫以

外で２階以上にお住まいの方は、垂直避難で

そのまま在宅避難が可能です。 

いずれの場合も要配慮者の安否確認や避

難誘導、在宅避難の支援には地域の皆様によ

る共助が大切になります。区では、町会への

加入、および町会との連携を条件としたマン

ション助成制度があり、今年度も支援内容を

充実させるなど、町会とマンションの協力関

係づくりを引き続き後押ししてまいります。 

― 
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◇旧坂本小学校跡地利用について 

質問 回答 対応 

入谷地区における旧上野忍岡高校跡地

問題は、（仮称）北上野二丁目福祉施設の

建設整備で決着をみました。 

一方、旧坂本小学校跡地に関しては、以

前、入谷地区町会連合会の定例会議の場

で、「スポーツ関連施設の建設で推進す

る」と明言されていましたが、その後、ど

うなりましたでしょうか。 

入谷地区町会連合会としては「旧上野

忍岡高校跡地には文化施設、旧坂本小学

校跡地にはスポーツ施設の建設をお願い

したい」と申し上げて来ました。旧坂本小

学校跡地にスポーツ関連施設が建設され

るのであれば、近隣住民の災害時の避難

所問題も解決できますが、いかがでしょ

うか。 

旧坂本小学校跡地については、皆様のご理

解の下、４月より暫定的に広場としての供用

を開始し、朝顔市や町会の盆踊り等でご利用

いただいています。 

また、かまどベンチを配備しており、その

ほかに、暑さ対策としてドライミスト等の設

置を現在進めています。 

今後は広場として活用をしつつ、ご質問を

いただいているとおり、「スポーツ」「防災」

の機能を柱に、地域の皆様から様々なご意見

を伺いながら跡地利用の検討を進めてまい

ります。 

 

※令和５年９月、ミストパーゴラ（ドライミ

ストと日陰棚が一体となっているもの）を

設置しました。（用地・施設活用担当、経

理課） 

○ 
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《 清 川 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：９月13日（水） 午後４時から（会 場：清川区民館） 

 

 

◇町会広報支援について 

質問 回答 対応 

新築マンション建設などにより新たな

住民が増えている中で、町会の加入促進

が厳しい状況になっています。 

まずは町会を知っていただく必要があ

りますが、広報活動を町会が単体で行う

には限界があります。役員の高齢化が進

んでおり、載せたい情報はあってもパソ

コンなどを使って広報紙等が作れませ

ん。 

町会の広報活動を区がもっと支援して

いただくことを要望します。たとえば、町

会の広報活動の担当を置いてもらいたい

です。 

また、マンションの管理組合の中には、

町会担当を置いてくれたところもあり、

非常に有り難いことでした。そのため、各

マンションに町会担当を置いてもらうよ

う、区からも訴えかけてほしいです。 

区では、町会の広報活動を支援するため

に、区公式ホームページ内に町会紹介ページ

を作成しています。このページでは、町会活

動の具体的な内容や、加入方法、町会のホー

ムページのリンク等を掲載しています。 

また、区で実施している「町会アドバイ

ザー派遣事業」においても、広報紙や町会PR

チラシ作成など広報活動の支援を行ったと

ころです。 

さらに、区の事業ではありませんが、台東

区町会連合会が主催となって「町会広報紙作

成ワークショップ」が先月開催されました。 

今後も町会の広報活動を支援してまいり

ますので、支援のご要望がございましたら、

ぜひ区民課までお寄せください。 

また、マンションに町会担当を置くことに

ついては、建設事業者と関わる場面で要望で

きないか、担当に伝えておきます。 

― 
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◇町会の名称と範囲のわかりやすい周知について 

質問 回答 対応 

新たに住み始める人（新築マンション

住民など）に町会への加入を依頼すると、

住んでいる町名と町会名が異なっている

と回答され、どのように説明したらよい

か対応に苦慮するときがあります。 

一般の方にとって自分の住む地区の町

会の名称と範囲がよりわかりやすくなる

ように、新しい地図でも作るときに対応

していただけないでしょうか。 

台東区に新たに転入された方などが、どの

町会に属するか簡単に調べられるよう、区公

式ホームページ内に「町会名検索」のページ

を作成しています。 

町会によっては、町会区域が旧住居表示で

あったことから、旧町名を由来につけられた

ところもあると思います。 

なお区では、各町会の活動周知にお役立て

いただくため、区公式ホームページ内に町会

ごとのページをご用意しています。その中

で、今回の町会名の由来や活動の紹介もでき

ますので、区民課までご相談ください。 

― 

 

◇町会役員の高齢化およびなり手不足について 

質問 回答 対応 

どの町会でも悩みの種である役員の高

齢化、および役員のなり手不足による町

会の継続・維持の問題解決には、どのよう

に対処したらよいでしょうか。 

町会役員の高齢化およびなり手不足は、町

会活動において差し迫った問題であり、多く

の町会で苦慮されていることと認識してい

ます。 

すぐに解決できる問題ではありませんが、

具体的な方法として、たとえば、これまで１

つの町会で実施してきたイベントを近隣の

複数町会で実施したり、NPO等の外部団体と

連携して活動を行ったりすることなどが考

えられます。また、東京都でも各種活動支援

を行っています。 

区においても、「町会の課題を解決するた

めのアドバイザー派遣事業」をはじめ、役員

のなり手不足に関連する課題解決の取り組

みを展開しています。 

具体的なお悩みがございましたら、北部区

民事務所清川分室や区民課までご相談くだ

さい。 

― 
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◇水害時の避難場所について 

質問 回答 対応 

令和元年の台風19号に伴う水害時に、

清峰会浅草ほうらいの施設に避難させて

ほしいという声が一部の方から寄せられ

ましたが、避難場所ではないため避難す

ることができませんでした。 

他地域での風水害に係る避難の呼びか

けをテレビで目にするたび、高齢者をは

じめとする多くの方は不安に思っている

ため、身近な場所に垂直避難のできる避

難場所を設置していただきたいのです

が、いかがでしょうか。 

区では令和元年台風19号の被害を踏まえ、

「台東区風水害対応方針」を策定しました。 

震災時の避難所と異なり一時的な避難場

所として、地域に偏りが無いよう体育館のあ

る小・中学校を避難場所に指定し、最大17か

所開設することにしています。清川地区では

東浅草小学校、石浜小学校が避難場所となり

ます。 

なお、荒川氾濫の場合、浸水の深さが３ｍ

以上、浸水継続時間が２週間以上と想定さ

れ、ご自宅を含め垂直避難をすると孤立する

恐れがあります。そのため、区では国、都と

連携して事前に広域避難情報を発表し、区民

の皆様が早期に浸水区域外に避難できるよ

う注意喚起を行ってまいります。 

また、荒川氾濫以外の水害では、２階以上

にお住まいの方はご自宅での垂直避難が可

能です。１階にお住まいの方は、区から高齢

者等避難が発令された場合には先ほどお伝

えした避難場所をご利用いただきます。 

皆様におかれましては、今後も適切な避難

行動を取っていただくよう、ご協力をお願い

いたします。 

― 
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《 上 野 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：11月７日（火） 午後１時から（会 場：上野区民館） 

 

 

◇駐輪場の設置について 

質問 回答 対応 

以前にも要望があったと思いますが、

ABABのところの放置自転車がいっこうに

なくなりません。 

ABABが改装することを聞きました。こ

の機会に駐輪場設置を区から要望できな

いでしょうか。 

ご意見をいただきましたABAB上野店につ

いては、老朽化と耐震への対応のため、令和

６年６月30日をもって閉店することは、区と

しても認識をしています。しかし、その後の

建物の取り扱いや今後の用途については、現

時点において区も情報を持ち合わせていな

い状況です。 

当該地における計画等の届け出があった

際には、法律や条例とも照らし合わせなが

ら、駐輪場の設置について指導や要請を行っ

てまいります。 

また現在、ご指摘の場所を含め不忍池周辺

は、毎日の巡回とマナー札による指導・啓発

を週２回実施しています。また、今年度から

即日での撤去日をこれまでの月４回から月

６回に増やして実施しています。 

区としては、引き続き状況を確認し、放置

自転車対策に努めてまいります。 

☆ 
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◇路上営業の取り締まりについて 

質問 回答 対応 

路上営業が非常に派手になっているの

で、取り締まりを昨年お願いしましたが、

道路管理課からは４名で区内全域を見て

いるので、これ以上のパトロール、指導、

監視は人員的に難しいと言われました。 

抜本的な解決策はないでしょうか。 

道路上に椅子やテーブルを設置する等の

不法占用等に対応するため、区では道路管理

課に景観指導員を配置し、区内全域をパト

ロールし、是正指導を行っています。 

加えて、繁華街を中心に、区、警察署、商

店会等の地域の方と合同で、定期的にパト

ロールを行い、不法占用者に対して指導を行

っているところです。不法占用の改善に向け

ては、その所有者が判明している場合、不法

占用者が自ら移動することとなるため、粘り

強く、繰り返し指導していくことが必要であ

ると考えています。 

限られた職員数の中ではございますが、今

後も警察署や地域の皆様と連携し、粘り強く

指導是正にあたってまいります。 

― 

 

◇防災倉庫について 

質問 回答 対応 

全ての町会にスタンドパイプ・給水栓

を配備すると伺いました。現在、町会内に

防災倉庫等を設置する場所がなく、せっ

かく貸与していただけるのに保管場所が

ありません。どこかお貸しいただけない

でしょうか。 

今後、近くに防災施設などができるこ

とがありましたら、近隣町会との共同倉

庫でも有り難いです。防火防災意識の高

い今、ぜひともご検討いただけないでし

ょうか。 

現在、区では、地域の初期消火体制、応急

給水体制の強化を図るため、スタンドパイプ

および給水栓の配備を進めています。 

資器材の保管場所の確保については、担当

の危機・災害対策課から連絡させていただき

ますので、ご相談いただければと思います。 

 

※令和５年11月、質問者と今後の対応につい

て協議しました。（危機・災害対策課） 

◎ 
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《 浅 草 寿 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：11月10日（金） 午後４時から（会 場：寿区民館） 

 

 

◇ウミネコの巣の捜索と対応について 

質問 回答 対応 

ここ数年、ウミネコが著しく増加して

いるように感じます。区から、営巣を防ぐ

対策を教えていただき、また巣を作られ

てしまった場合、連絡をすればすぐに対

応してもらえるので、大変助かっていま

す。 

しかし、何よりも困っているのが、上空

を飛び回っているウミネコの複数の集団

がどこに巣を作っているか、全くわから

ないことです。「夜、大きな鳴き声で眠れ

ない」という声をよく聞きます。糞の被害

も多く、町を汚されている状況でとても

不快です。 

頭上を気にしながら歩いている人もい

ますが、上ばかり見ていると逆に足元が

危なく、転倒の懸念もあります。 

このように被害も多く、巣の場所が特

定できず、困惑している場合、巣の捜索等

を含めた対応をしてもらえるのでしょう

か。今年は６～７月にかけて特にひどか

ったと記憶しています。 

ウミネコの飛来については、昨年から急増

しており、今年も区南部地域を中心に、区民

の皆様の生活へ影響が生じ、多くのご相談を

いただきました。 

区では、ウミネコの繁殖期を迎える前の２

月頃から営巣を未然に防ぐため、区公式ホー

ムページなどで広く啓発を行うとともに、緑

化スペースのある中高層建築物や、過去に被

害のあった建物を訪問して、営巣対策を呼び

かけるチラシを配付しています。 

さらに、５～８月頃の繁殖期においては、

区にご相談があった場合、現地確認を行い、

建物の管理者に対し、屋上の見回りなどの営

巣対策をお願いしています。あわせて、今年

度より、鳥獣保護管理法の許可を得た事業者

とともに、卵やヒナを含めた、営巣状況の調

査や対策の助言などを実施しています。 

ウミネコが集まっている建物や、糞害のひ

どい場所などの情報をいただければ、現地調

査を行い、営巣場所の特定を進めてまいりま

すので、環境課までご相談ください。 

― 
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◇防災無線について 

質問 回答 対応 

近年は、マンションの乱立により、今ま

で聞こえていた防災無線が聞えず、町会

に与えられた２台のラジオも常にスイッ

チを入れているわけではないので、肝心

なときに聞き漏らしてしまうこともあり

ます。 

現在設置されている防災無線のスピー

カーの位置を、今一度再調査いただき、均

等に町民に聞こえるようにしていただき

たいです。 

防災行政無線は、区内全域に音声が届くよ

うにスピーカーを設置しているところです

が、周辺の建物状況や気象状況によって聞き

取りづらい場合があります。 

今後も、放送音量の調整や聞き取りづらい

地域に対する増設を検討する等、引き続き改

善に取り組んでまいります。 

また、防災情報を確認できる他の方法とし

て、避難行動要支援者、町会や消防団などに

防災ラジオを配付させていただいています。

加えて、区公式ホームページや防災アプリ

「台東防災」をはじめ、電話で放送内容を確

認できる「自動電話サービス」、必要な情報

をカテゴリーから選択できる「防災気象情報

メール」もあります。災害時には情報が錯綜

しますが、区が発信する情報が正確ですの

で、皆様への周知に努めてまいります。 

― 
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◇区道に設置されているガードレールの撤去について 

質問 回答 対応 

デザイナーズビレッジと小島公園の西

側に設置されているガードレールと植込

みについて、現在、歩行者の大半はその内

側ではなく、外側の車道側を歩いていま

す。植え込みの幅が広いため歩道が狭く

感じ、外側の車道側のほうが歩きやすい

と感じるからです。 

この現状は、車道の歩行者と車の運転

手の双方にとって危険を感じ、不安感を

与えてしまう要因となっているように思

います。 

また、他の町会と合同で防災訓練をし

たときにも訓練の妨げとなるといった意

見がありました。 

そのような観点から、現在設置されて

いるガードレールや植え込みを全て撤去

して、一般的なカラー舗装の歩道に変更

いただければと要望します。 

ご意見のとおりデザイナーズビレッジと

小島公園前の区道については、ガードレール

の歩道側に植栽があるため、歩道が少し狭く

感じ、歩きにくい印象を与えています。 

区道のガードレールは、自動車や歩行者の

通行の安全を確保するために設置しており、

生活道路においても学校や公園の周辺には

子供たちや歩行者の安全を守るために設置

しています。 

さらに、当該道路の春日通りから小島公園

までの区間は、台東区バリアフリー基本構想

における生活関連経路に位置付けられてお

り、より一層の安全が求められている路線で

す。 

安全面の観点からガードレールを撤去す

ることは難しい状況ですが、植栽について

は、所轄警察署と協議のうえ、工事時期を調

整するなど、撤去に向けた検討を進めてまい

ります。 

☆ 
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◇国際通り歩道上の自転車の違法駐輪の撤去について 

質問 回答 対応 

蔵前３、４丁目から田原町駅間の国際

通り両サイドに建つ、築年数が相当経っ

ていると思われるマンションの中には、

自転車等の駐輪場が設置されていないと

ころが多く、そのため歩道上に無断で駐

輪するケースが多発しています。 

歩行者の中でも、特に高齢者や身体障

害者の安全の確保が難しい状況となって

おり、災害時の避難の際には障害物とな

ってしまい、さらなる危険を伴うことが

想定されます。いわゆる「二次被害」につ

ながってしまうのではないかと、近隣の

各町会は大いに懸念しているところで

す。 

こういった現状を早急に把握していた

だいたうえで、適切な対応策を講じてい

ただきたいです。 

ご指摘の国際通り沿いのマンション等集

合住宅の前に、その住民の方々のものと思わ

れる自転車が路上に駐輪されている状況が

あることは、区としても認識をしています。 

本来は、そのマンションが住民用の駐輪ス

ペースを確保すべきであり、現在は設置義務

があります。しかし、以前は設置義務がなか

ったため、歩道上に駐輪している状況が発生

していると思われます。 

現在区では、放置自転車対策として、巡回

指導員を派遣し、定期的に放置自転車の見回

りや警告等を実施し、一定期間を経過しても

放置されている自転車については、移送等を

行っています。 

また、放置自転車の多い地域では、歩行者

等の安全を確保したうえで、カラーコーンや

バリケード等の資材を設置するなど、公道上

に放置しにくい対策を講じることもありま

す。 

担当の交通対策課からご連絡しますので、

具体的な場所等をご相談いただければと思

います。そのうえで、必要な対応を図ってま

いります。 

 

※令和５年11月、質問者に今後の対策につい

て説明しました。 

その後、令和５年12月より、駅前指導員が

国際通りを巡回し、放置されている自転車

に警告札を取付け、自転車を置かないよう

注意喚起を図っています。（交通対策課） 

○ 
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《 雷 門 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：11月13日（月） 午前10時から（会 場：雷門区民館） 

 

 

◇台東区住みやすい町として 

質問 回答 対応 

今日、住みやすい町として経済誌で７

年連続１位の千葉県印西市があげられま

す。身近に川や公園、緑が多く配置され、

多数の企業が進出し続けています。 

台東区も今後住みやすくするための再

開発がされるか、お聞きしたいです。 

まずは、奥浅草地区、隅田川沿いの花川

戸地区で今後どのような計画があるか、

特に奥浅草地区は「旧東京北部小包集中

局跡地」のことも含めて、教えてくださ

い。 

浅草地域のまちづくりについては、平成19

年度策定の「浅草地域まちづくり総合ビジョ

ン」に基づいて、進められてきました。 

花川戸地区では、浅草地区の玄関口に相応

しい交通機能の更新や交通拠点の整備を推

進しています。 

現在、奥浅草地区、花川戸地区を含む浅草

地域の20年後の将来像とまちづくりの方向

性を示す「浅草地区まちづくりビジョン」の

策定を行っているところです。理想の将来像

やその実現のために、どのような計画を立て

ていくのが良いのか、まちの皆様や関係者と

協議しながら検討していきたいと考えてい

ます。 

また、「旧東京北部小包集中局跡地」につ

いては、現在、活用に向けて必要な調査や検

討を行っており、北部地域および区全体の活

性化に資する拠点の１つとして、方向性を早

期に打ち出せるよう、取り組んでいるところ

です。 

― 



- 30 - 

 

◇ふるさと納税の収支問題 

質問 回答 対応 

世田谷区の2023年度の納税流出額は97

億円位で深刻な問題です。 

台東区では現状としていかがでしょう

か。 

また、「ふるさと納税担当」部署を設立

してはいかがでしょうか。 

ふるさと納税による令和５年度の税収の

減収額は、約17億円の見込みとなっていま

す。令和４年度は約14億５千万円で年々増加

傾向にあり、本区においても深刻な問題にな

っていると認識しています。 

一方、区では令和３年から、産業支援およ

び地域経済の活性化を図るため、返礼品を活

用したふるさと納税を実施しています。 

民間サイトおよび返礼品を活用したふる

さと納税の寄附の受領実績は、３年度が約９

千万円、４年度が約３億円となっています。 

返礼品は、地場産品や伝統工芸品といった

ものだけでなく、区内での宿泊や食事、文化・

産業・観光体験なども揃えています。 

なお、「返礼品を活用したふるさと納税」

については、現在、企画課経営改革担当にお

いて業務を担当しています。 

今後も、返礼品を活用したふるさと納税を

推進することにより、産業支援および地域経

済の活性化を図ってまいります。 

― 
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◇田原小学校の大規模改修に伴う避難所機能について 

質問 回答 対応 

「今後30年以内に70％の確率で発生す

る」と予測される首都直下地震や荒川決

壊等の災害に備えて、雷門地区５町会お

よび浅草寿地区３町会により避難所運営

委員会を設立して避難訓練、対策会議等

を行っていますが、指定避難所の田原小

学校は来年度から大規模改修工事が開始

されます。 

本工事に伴い、以下の２点についてご

回答をいただきたくお願いします。 

①工事により、現時点で各町会に避難先

として指定されている教室が使用でき

なくなった場合の代替措置 

②現存する災害備蓄品の収納場所の確保

と、今後増加することが明らかな備蓄

品の収納場所確保への対策 

特に②については、予定地の現場を確

認し、スペースが足りないと考えていま

す。 

田原小学校の大規模改修に伴い、教室等の

避難スペースが一時的に使用できなくなる

ため、その代替場所については仮設校舎に可

能な限り確保してまいります。 

また、現在の備蓄品も移設先を校地内に確

保するとともに、今後の備蓄の収納場所につ

いても、今回の大規模改修を捉えて、屋上の

既存の器具庫等を転用するなど、可能な限り

建物内に倉庫を設置できるよう、教育委員会

と協議して進めてまいります。 

危機・災害対策課からご連絡しますので、

ご心配な点やご要望等をお話しいただけれ

ばと思います。 

 

※令和５年11月、質問者に現状の備蓄品につ

いて、大規模改修時も移設先の校内に確保

していく旨を説明しました。（危機・災害

対策課） 

◎ 
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◇コミュニティについて 

質問 回答 対応 

田原小地区コミュニティ委員会では、

放課後および休日における学校開放の調

整を行っています。翌月分の利用受付を

学校に予定を尋ねながら、25日に開催し

ていますが、学校でも把握していない「ス

ポーツ広場」「スポーツ推進委員会」「障

害者スポーツ」等の利用詳細の連絡があ

りません。そのため利用施設のバッティ

ングが生じています。 

区民課の協働・コミュニティ係から教

育委員会に問い合わせていただいたとこ

ろ、「区のホームページを見てください。

２か月前には載せています。」との回答が

あったそうです。 

学校施設は教育委員会の管轄ですが、

活動拠点となる小学校等の施設を利用し

て、集会、文化・スポーツ活動を行いなが

ら、様々な地域貢献活動を推進している

区民課 協働・コミュニティ係に施設利用

の情報を伝えていただけないでしょう

か。 

田原小学校体育館の水曜日、土曜日の夜間

については、区の「スポーツひろば」事業で、

年間を通して使用しています。水曜日はス

ポーツ推進委員が企画するボッチャなどの

各種スポーツ教室と、土曜日は卓球を実施し

ています。学校へは、毎年３月下旬に翌年度

の施設使用の協力依頼をしているところで

す。 

田原小学校の体育館の利用にあたり、バッ

ティングが生じているとのことですので、学

校開放の調整について、副校長、田原小地区

コミュニティ委員会および区民課の三者で

確認の場を設けさせていただければと思い

ます。 

後日、担当の区民課からご連絡しますの

で、お話しいただければと思います。 

 

※令和５年11月、質問者にコミュニティ委員

会側が使用できない日について説明しま

した。（区民課） 

◎ 
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◇「活力にあふれ多彩な魅力が輝くまち」について 

質問 回答 対応 

「活力にあふれ多彩な魅力が輝くま

ち」について、本年度具体化している施策

で、特に浅草地区の取り組みについて教

えていただけますでしょうか。 

台東区では、基本構想で掲げている基本目

標の１つに「活力にあふれ多彩な魅力が輝く

まち」があり、その実現に向けて「文化」「産

業」「観光」の力を活かした取り組みを行っ

ています。 

本年度の取り組みをいくつかご紹介させ

ていただきますと、年８回の連続講演会や、

浅草寺の僧侶が案内する散策ガイドツアー

など、「学び」の視点で江戸の歴史と文化の

魅力に迫る「江戸・たいとう学」を実施して

います。 

また、2025年の大河ドラマが「べらぼう～

蔦重栄華乃夢噺～」に決定しました。主人公

の蔦屋重三郎は、現在の台東区千束に生まれ

育ち、浮世絵をはじめとした江戸文化に多大

な影響を及ぼした人物です。区ではこれを契

機に大河ドラマを活用した様々な事業を実

施し、地域振興に取り組んでまいります。 

ほかにも、「文化の力による産業と観光の

振興」の視点から、浅草神社等にご協力いた

だき、浅草神社の歴史を学ぶ有償モニターツ

アーを来年２月に実施します。ツアーでは、

浅草神社の宮司による講義や、屋形船に乗船

し、隅田川にちなんだ落語鑑賞、歴史解説な

どを予定しています。 

観光を通じて歴史や文化を学んでいただ

くことで、内外に地域のファンを増やすとと

もに、収益の一部を文化資源の保護に充てる

ことで、持続可能な観光振興を図ってまいり

ます。 

今後もこれらの施策を総合的に展開して

いくことで、「活力にあふれ多彩な魅力が輝

くまち」たいとうの実現を目指して、取り組

んでまいります。 

― 
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《 東 上 野 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：12月８日（金） 午後４時から（会 場：東上野区民館） 

 

 

◇JR御徒町駅北口歩行者用信号機および東上野１～２丁目一方通行道路標識について 

質問 回答 対応 

通勤や旅行者で利用客の多いJR御徒町

駅ですが、北口改札前の横断歩道には人

があふれており、いつ変わるかわからな

い歩行者用信号を待ちきれず、危険な途

中横断をする人が目立ちます。 

経過時間表示機能付き歩行者灯器に変

えるなどの、事故防止対策をお願いした

いと考えます。 

また、東上野１～２丁目の昭和通りか

ら清洲橋通りに通じる一方通行道路で、

逆走している車が見受けられます。大変

危険ですので、標識をもっと見やすくし

ていただき、危険走行が起こらないよう

に改善していただきたいと存じます。 

JR御徒町駅北口の春日通りに面する横断

歩道前には、多くの人が滞留しており、信号

無視や車道へ飛び出す歩行者も見受けられ

ます。そのため、安全対策として経過時間表

示機能付の信号を設置することは、有効な方

策の１つであると考えます。 

また、自動車の一方通行の逆走について

も、大きな事故を引き起こしかねない、大変

危険な行為であり、ドライバーへのより効果

的な周知が必要です。 

今回ご意見をいただいた２件については、

交通管理者である上野警察署に対して情報

を共有し、対応の申し入れを行いました。 

区では、引き続き関係機関と連携を図りな

がら、安全・安心な交通環境の向上に努めて

まいります。 

 

※令和５年12月、質問者に詳細を確認のう

え、上野警察署へ経過時間表示機能付信号

の設置や一方通行表示の増設の対応の依

頼を行いました。（交通対策課） 

● 
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◇上野警察署の移転後の土地の使用について 

質問 回答 対応 

旧下谷小学校の跡地の約半分に、上野

警察署を新築することになりました。そ

して、現在の上野警察署の土地は台東区

が換地することになりました。 

そこで、台東区に換地された土地の利

用について、現在区としてはどのような

考えをされているのかを知りたいので、

教えてください。私は区民のために、有意

義な施設を設置することを要望します。 

区としてもこの場所については、非常に重

要な場所だと認識しています。 

今後、まちづくりを進める中で、上野と浅

草をつなぐ「浅草通り」の玄関口としての立

地特性や、上野駅とのアクセス利便性を踏ま

えて、土地の有効利用、高度利用を図ってま

いります。あわせて、地区のエントランスに

ふさわしい広場など、区民の皆様にもよろこ

んでいただける施設整備を検討してまいり

ます。 

☆ 

 

◇旧下谷小学校解体工事後の計画について 

質問 回答 対応 

東上野地区内にある旧下谷小学校の上

屋の解体工事が、１月一杯で終了すると

聞いています。 

旧下谷小学校が避難所であった４町会

は、避難所の場所が変更になり不安を感

じています。また、コミュニティ活動にお

いても東上野地区内で運動会が開催でき

なくなり、今後が心配です。 

現在の旧下谷小学校の半分の土地に上

野警察署の建物が完成するのは令和11～

12年と聞いています。残りの半分の土地

については、東上野地区にコミュニティ

として使える場所がなくなってしまった

ことも踏まえて、有効に活用してほしい

と思いますが、今後どのような方向性で

進めるのか、しっかりとした計画がある

のでしたら教えていただきたいです。 

区は、平成31年に「東上野四丁目地区 地

区計画」を策定し、適正な土地利用の誘導と

ともに、公共公益施設の再編や大規模な敷地

の機能更新などに合わせた、段階的なまちづ

くりを進めています。 

旧下谷小学校跡地の区が所有する土地に

ついては、区役所本庁舎と隣接した土地であ

ること等を総合的に勘案しながら、皆様のご

意見を踏まえ、有効な活用方法について検討

を進めてまいります。 

☆ 
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《 谷 中 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：２月２日（金） 午後３時から（会 場：谷中区民館） 

 

 

◇高齢者にも身近でレクリエーションできる広場を 

質問 回答 対応 

超高齢化社会を迎え、町に活発な高齢

者を多く見かけます。半世紀前とは異な

り、今では高齢者がスポーツを行うこと

はごく当たり前のこととなりました。元

気で自立的な生活を維持できる高齢者を

いかに増やしていくかが今後社会の大き

な課題だと思います。 

上野桜木に台東区が寛永寺から借りた

広場があり、普段は子供の遊び場として

使用しています。 

そこで、子供が学校や幼稚園に行って

空いている時間に、広場の一部を高齢者

のグランドゴルフやレクリエーションに

使わせていただけないでしょうか。 

今回のご質問は、「上野桜木子どもの遊び

場」についてのことと思われます。 

活用方法については、高齢者の利用のほ

か、近隣地域の方から様々なご要望やご意見

をいただいていますので、今後検討してまい

ります。 

☆ 
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◇芋坂付近谷中霊園側の高木について 

質問 回答 対応 

芋坂付近谷中霊園の道路と隣接してい

る高木は、秋になると多くの落ち葉が道

路に散乱し、地域住民が清掃している状

況にあります。 

区が清掃作業を行う場合があります

が、対象になっていないところもあり、大

変苦慮しています。落ち葉が雨どいに詰

まり、業者に依頼する場合もあり費用も

掛かります。近隣住民も高齢化していく

中、「清掃もいつまでできるかわからな

い」とのことです。 

防災対策の観点からも風雨・地震等の

自然災害にて倒木した場合、危険性が非

常に高いと思慮しています。特に、台東区

立芋坂児童遊園の崖上にある高木数本は

危険であり、対策を講じるべきです。谷中

霊園は都霊園であり、区から要請はでき

ないでしょうか。 

大きな事故が発生してからでは遅いと

思います。よろしくお願いします。 

谷中霊園の高木については、今回ご意見を

いただいた時点で、区から東京都東部公園緑

地事務所へお伝えしています。 

その後の進捗状況について確認したとこ

ろ、落ち葉の対策として、すでに剪定は済ん

でいるとのことです。 

引き続き進捗を確認し、相談をしてまいり

ます。 

なお、芋坂から谷中霊園に至る区道につい

ては、年間を通して10日ごとに清掃を行って

います。 

落ち葉の多い時期等で、清掃作業が不十分

な場合は、状況を確認のうえ対応させていた

だきますので、土木課にご連絡ください。 

● 

 

◇町会編成について 

質問 回答 対応 

現在、避難所は、異なる地区町会連合会

に所属する複数の町会で運営しており、

ほかにもいろいろな面で不都合の生じる

ときがあるので、町会の編成を考え直し

ても良い時期ではないでしょうか。 

また、谷中清水町公園の名称変更を検

討しませんか。 

町会の編成には、当該町会の意向を確認す

る必要があります。また、当該町会が所属す

る地区町会連合会や地区単位で活動してい

る関係団体などへの影響も考慮しなければ

なりません。 

続いて公園の名称変更についてです。 

谷中清水町公園は昭和42年５月の開園以

来、この名称で親しまれてきています。また、

めぐりんのバス停にも使用されているなど、

名称変更する場合には様々な影響が生じる

ことが想定されます。 

そのため、どちらに関しましても慎重な協

議・調整が必要になると考えられます。 

△ 
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◇マッサージ券について 

質問 回答 対応 

マッサージ券の支給が年２枚になって

いますが、とても足りないので枚数を増

やしてほしいです。 

区では、９月15日時点で73歳以上の希望者

を対象に、１枚につき1.000円でマッサージ、

はり、きゅうのいずれかを受けることができ

る券を２枚交付しています。 

交付方法については、７月に電子申請また

は区役所２階の高齢福祉課窓口で申請され

た方と、前年度に券を受領された継続利用の

方に８月下旬に郵送しています。 

９月以降は随時窓口で申請を受け付け、そ

の場でお渡ししています。 

券の枚数については、今回いただいたご意

見も踏まえまして、今後の検討課題とさせて

いただきたいと思います。 

☆ 

 

◇三崎坂の歩道の傾斜について 

質問 回答 対応 

三崎坂は都道だと思いますが、歩道の

一部で車道側に斜めに下がっているとこ

ろがあり、先日車椅子を押した際に大変

でしたので、斜めを少しなだらかにして

もらえれば良いなと思います。 

歩道の一部が車道側に斜めに下がってい

るとのことで、今回のことは道路管理者であ

る東京都にお伝えします。 

 

※令和６年２月、第六建設事務所に歩道のセ

ミフラット化など、歩道の改良について要

望しました。（都市計画課） 

● 

 

◇高齢者の集う場所について 

質問 回答 対応 

介護保険を使っている人は特養などの

デイサービスを使っていますが、健常者

の集う場所が欲しいなと思います。 

区では谷中区民館において、体操などを行

う「ふれあい介護予防教室」や、トレーニン

グマシンを使った「高齢者はつらつトレーニ

ング」などを実施しています。 

また、住民の方が主体となって定期的に集

まり、体操や趣味活動などを行う「通いの場

グループ」の紹介も行っていますので、高齢

福祉課へお問い合わせいただければと思い

ます。 

― 
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◇谷中防災コミュニティセンターと初音の森防災広場について 

質問 回答 対応 

谷中防災コミュニティセンターは、地

域活動の拠点として有効活用されていま

す。また、初音の森防災広場も余計な遊具

が無く、子供たちが自ら工夫して活用し

ている姿は谷中の宝となっています。 

防災訓練に関しても、この２つは中心

の場所となっています。 

そこで質問ですが、 

①災害害発生時の谷中防災コミュニティ

センターの活用について、今一度谷中

住民が理解できるように説明文を作成

していただきたいです。 

②初音の森防災広場においても、災害時

の役割を今一度文章化して谷中住民に

周知願います。 

③災害時、区民は避難所へ避難する前  

提で捉えていますが、建物損傷の軽度

な住民は在宅被災者となるのが標準で

あると考えられます。しかし、区からの

在宅被災者への支援については明確に

示されたことがありません。早急に、在

宅被災者に対する支援と、避難所への

避難の基準を示すべきだと考えます

が、いかがでしょうか。 

ご質問の１つ目と２つ目の谷中防災コミ

ュニティセンター、初音の森の活用について

は、荒川氾濫など大規模な水害発生時に当セ

ンターが区の災害対策本部となるため、広場

も含めご利用は控えていただくことになり

ます。また、地震発生時には、炊き出しなど

地域住民の活動場所としてご利用いただけ

ます。 

これらに関する具体的な周知方法につい

ては、今後、谷中地区まちづくり協議会防災

対策部会にてご意見をいただいたうえで、地

区町会連合会や、まちづくり協議会を通じて

周知してまいります。 

次に、ご質問の３つ目の「在宅避難者の支

援」についてです。 

現在、発災後４日目以降は、国などから救

援物資が供給されることとなっており、在宅

避難者への提供を想定しています。しかし、

被害によっては、それ以上を要する可能性も

あるため、最低３日分、できれば７日分の備

蓄を各ご家庭でお願いしているところです。 

また、避難所への避難の基準ですが、被害

により自宅が住めない、または倒壊等の危険

がある場合は、避難所に避難していただきた

いと思います。 

これらのことをより多くの方に知っても

らえるよう、さらなる周知に努めてまいりま

す。 

◇ 
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「台東区町会連合会女性部との語る会」 

日時：11月20日（月） 午前10時から（会 場：区役所1001会議室） 

 

 

◇東上野地区の昭和通り植込みの管理について 

質問 回答 対応 

東上野地区に沿う昭和通りの街路樹や

植栽は季節ごとに美しい彩りで、歩く者

の心を和ませてくれます。 

一方、植込みの中を見ますと、空き缶や

ごみが投げ捨てられており、美観を損ね

てとても残念に思います。 

昭和通りが国道ということは承知して

いますが、美しい街並みが維持されるよ

うに、管理者である国に現状をお伝えい

ただきますように、お力添えをいただけ

ませんでしょうか。 

昭和通り沿いの植込みについては、区でも

現状を把握しています。つきましては、この

度のご意見を含め、管理者である国道事務所

へ改めて改善の協議を行ってまいります。 

また、区では、上野地域の昭和通り沿いの

景観を改善するため、11月13日に「たいとう

クリーンアップ作戦 ～上野deごみ拾い～」

を開催し、一斉清掃を行いました。上野地域

の大江戸清掃隊に登録いただいている企業

の方や、ご応募いただいた一般の方を合わせ

て、約50名の皆様にご参加いただきました。 

今後も、企業や個人の方を含め、「まちを

きれいにしたい」という気持ちを行動に移し

ていただけるよう、働きかけや支援を行い、

皆さんの力をお借りしながら、まちの美化に

取り組んでまいります。 

 

※令和５年11月、東京国道事務所亀有出張所

に、昭和通りの現状報告と植栽内の管理依

頼を行いました。（環境課） 

● 
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◇植物廃材の再利用について 

質問 回答 対応 

花のこころ台東区でありますが、花壇

で植え替えられる植物廃材の再利用はど

のようになっているのか、教えてくださ

い。 

区では、花を慈しむ心とおもてなしの心を

育み、心豊かでうるおいのあるまちを目指し

て、「花の心プロジェクト」を推進していま

す。 

公園や道路等の花壇に植えられている花

については、開花の旬の時期が過ぎた後、植

物廃材として、堆肥化の材料等として再資源

化施設にて再利用されています。 

今後も花でまちを飾り、身近な場所に花や

みどりを増やして、区民の皆様に親しんでい

ただけるよう取り組んでまいります。 

― 

 

◇イベントなどのバッジ配付について 

質問 回答 対応 

様々なバッジが、いろいろな機関から

配付されますが、受け取っているだけで

実際に付けている方を見たことがなく、

啓発や周知という点でもったいないと考

えています。 

種類を多く作製するのではなく、数を

減らし、機能性の高いものや長らく使え

るもののほうが有効的と思われます。区

としてはどのようにお考えですか。 

区ではこれまで、代表的な取り組みなどを

周知する一環として、バッジを始めとするグ

ッズを製作してまいりました。そして、地域

の皆様にもお配りし、その周知にご協力いた

だいてきたところです。 

今回のご意見を踏まえまして、今後各事業

において、「周知内容」と「周知先」を踏ま

えたグッズの選定など、一層有効なPRにつな

がるよう努めてまいります。 

◇ 
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◇散乱ごみと置き去りごみについて 

質問 回答 対応 

上野駅入谷口界隈では、2020東京オリ

ンピック・パラリンピックに向けてホテ

ルが林立しました。また、空き家だったと

ころが民泊施設となり、宿泊者が増加し

ました。 

飲食店が自分の店の前の歩道にごみを

放置し、そこへ通りすがりの宿泊者がま

たごみを捨てて、カラスが散らかす状態

です。 

宿泊に伴う飲食ごみの現状について、

行政で対策があればお聞かせください。 

区では、観光客と区民の両者が快適に過ご

せるよう、観光客の受入環境整備に取り組ん

でいます。たとえば、増加する外国人観光客

向けに、パンフレットやポスターなどの啓発

物品を用いて、日本の基本的な観光マナーの

啓発に努めています。 

さらに、区内宿泊事業者団体や一部宿泊事

業者を対象に、マナー啓発パンフレットを配

付し、宿泊案内などと一緒にご覧いただける

よう、観光マナーの啓発にご協力いただいて

います。 

また、区では「東京都台東区ポイ捨て行為

等の防止に関する条例」により、ポイ捨て行

為を禁止し、まちの美化の促進に取り組んで

います。具体的な取り組みとしては、マナー

指導員による巡回指導や、区内道路上の約

650か所へのポイ捨て禁止を明記した「路面

標示シート」の張り付けなどを行っていま

す。 

さらに、来街者の増加に伴う影響を考慮

し、本年度より、マナー指導員の増員を実施

するなど、取り組みを強化しています。 

なお、ごみが放置されている具体的な場所

を確認させていただければと思いますので、

環境課からご連絡します。 

また、啓発物の掲示等にご協力いただける

場合は、環境課までお話しください。 

 

※令和５年11月、質問者立会いのもと、現地

を確認し、今後の対策について説明しまし

た。（環境課、清掃リサイクル課、台東清

掃事務所） 

― 
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◇コインパーキング利用後の逆走車について 

質問 回答 対応 

台東区内の道路は一方通行が多いと思

います。コインパーキングも増加してい

ます。 

コインパーキングを利用した車が一方

通行を逆走して行くところをよく見かけ

ます。それはとても危険と感じます。 

区からコインパーキング管理事業者な

どにご指導いただくのは可能ですか。 

道路の逆走は大きな事故を引き起こしか

ねない、大変危険な行為です。 

交通対策課からご連絡しますので、具体的

な場所や状況をお話しください。そのうえ

で、交通管理者である警察署に情報提供し、

対応の申し入れを行ってまいります。 

 

※令和５年11月、質問者に具体的な場所をお

聞きし、上野警察署に情報提供のうえ、対

応の依頼を行いました。（交通対策課） 

● 

 

◇旧坂本小学校跡地について 

質問 回答 対応 

旧坂本小学校の跡地に、木を植えてほ

しいと思います。 

旧坂本小学校跡地については、暫定的な広

場として供用を開始しています。 

現在、より利用しやすい広場となるよう、

緑化を進めるとともに、コミュニティスペー

ス、トイレなどの整備を、地域の方々からの

ご意見等をお伺いしながら進めています。 

また、広場の認知度を高めるとともに、今

後の広場の可能性を検討するため、民間の

方々からの公募によるキッチンカーなどを

使ったイベントを11月18日に開催したとこ

ろです。 

今回いただいたご意見を含めて、地域にさ

らなる発展をもたらすような旧坂本小学校

跡地の有効活用について、今後より一層検討

を進めてまいります。 

 

※令和５年11月、トレーラーによるコミュニ

ティスペースおよびトイレを整備しまし

た。（用地・施設活用担当、経理課） 

― 
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◇めぐりんのバス停について 

質問 回答 対応 

ご高齢の方がめぐりんをよく利用して

いるようで、時間より早めに停留所に行

って待っているそうです。 

そのため、めぐりんの停留所に、ベンチ

を作ってほしいと思います。 

「めぐりん」の停留所にベンチを設置する

には、国道・都道・区道の各道路管理者が定

める道路占用基準に基づき、歩道幅員を確保

する必要があります。 

担当の交通対策課からご連絡しますので、

具体的に設置してほしい停留所について、ご

相談いただければと思います。 

 

※令和５年11月、質問者に希望箇所を確認

し、該当箇所の状況を説明しました。（交

通対策課） 

― 

 

◇JR鶯谷駅北口におけるバリアフリー化再々要請について 

質問 回答 対応 

我々が日常利用しているJR鶯谷駅北口

は、駅員のいない無人駅であり、バリアフ

リー化が全くされていません。 

一度急な階段を降りてさらにもう一度

階段を上がらなくては、電車に乗ること

すらできません。ベビーカーを抱えての

子育て世代や高齢者、身体に障害をお持

ちの方、スーツケースを抱えた旅行者な

ど、皆悲鳴をあげています。春には高齢者

が階段から落ちて救急車を呼ぶにも駅員

がいなく大変だったそうです。 

大事故が起こってからでは遅すぎま

す。もう一度JRに強く要請していただけ

ればと思います。 

区ではこれまでもJR東日本に対し、バリア

フリー化の早期実現について、強く申し入れ

を行ってまいりました。直近では、今年の４

月、９月にも申し入れを行っています。 

地域にお住いの方を始め、駅を利用される

皆様の安全性・利便性向上のためにも、鶯谷

駅北口の改善は、区としても大変重要な課題

であると認識しています。 

また今回、駅員がおらず、春に高齢者の方

が大変な思いをされたこともお聞きしまし

たので、そのことも含めて、引き続き、様々

な機会をとらえて、粘り強くJRに働きかけて

まいります。 

● 
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◇江戸通りの放置自転車について 

質問 回答 対応 

以前、町会長との区長と語る会でも問

題提起されましたが、江戸通りの違法駐

輪が多く困っています。 

浅草橋周辺は即日撤去できる「指導整

理区域」に指定されており、放置自転車は

減少傾向と伺いましたが、駅前に駐輪場

がないことが一番の原因であると感じま

す。 

そこで、江戸通りの植栽を一部撤去し、

駐輪ラックを設置してはいかがでしょう

か。植栽部分は、吸い殻や缶などのポイ捨

てが多く、それもまた大きな問題になっ

ています。隣接する区は、植栽が花壇にな

っており、ごみが少ないように感じます。

植栽部分を駐輪スペースにすれば一石二

鳥だと思いますが、いかがでしょうか。 

自転車駐車場等の整備にあたり、歩道の活

用は、用地の確保が困難な本区にとって１つ

の手法であると認識しています。 

区は、これまでも区道はもとより、国道・

都道についても、道路管理者である国や東京

都等と協議のうえ、昭和通りや浅草通り等の

歩道上に、自転車駐車場等の整備を進めてま

いりました。 

今回ご提案をいただきました江戸通りに

ついては、今年の区長と語る会で、浅草橋地

区町会連合会の皆様から、休憩場所の設置等

についてもご意見をいただいています。 

いずれの活用方法についても、地域の皆様

で進めていただいている、「浅草橋駅周辺ま

ちづくり勉強会」などでの検討状況を踏まえ

ながら、今後、道路管理者である国と意見交

換を行ってまいります。 

☆ 
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◇柳北公園について 

質問 回答 対応 

柳北公園について、３点申し上げます。 

１点目、昨年度末に工事が行われ、遊具

が新しくなりました。長期期間の工事だ

ったため、リニューアルした公園を楽し

みにしていましたが、いざ工事が終わっ

てみると、子供用のブランコが減ってし

まいました。また、新しい遊具は幼児・小

学校低学年向けで、高学年が楽しめるも

のはありません。 

２点目、以前はあった東屋もいつの間

にか撤去されており、お昼ご飯を柳北小

学校校舎の前の縁石に座って食べている

方が大勢いらっしゃいます。ベンチや配

置を工夫して、使えるようにしていただ

きたいです。 

３点目、シニアクラブで管理している

花壇ですが、配置がバラバラで、皆さんに

鑑賞してもらえるような状況ではありま

せん。フェンスに沿ってきれいに並べ、そ

の前にベンチを設置すれば、お弁当を食

べる方に見てもらうことができ、休息を

楽しめる場になると思います。 

以上、住民の憩いの場となるような休

憩スペースや、子供が楽しめる遊具の設

置をお願いします。 

まず、１点目の遊具についてです。昨年度

末に幼児向けブランコが一体となった複合

遊具を老朽化に伴い取り替えを行いました。

新たな複合遊具は、国の指針による安全規準

に適合したものの中から、近隣の保育園やこ

どもクラブへアンケートを行って設置した

ものです。 

また、ブランコについては国の指針に基づ

き、１つ１つの遊具の周りに一定のスペース

を確保することが必要となったため、複合遊

具から離れた場所に別途設置しました。 

２点目の東屋については、木材の老朽化に

伴い撤去しました。現在は椅子だけを残して

いますが、日陰の状態を確認したうえで、東

屋の再設置についても検討してまいります。 

３点目の花壇の配置については、担当の健

康課からシニアクラブにご連絡しますので、

今後相談しながら、皆さんに鑑賞してもらえ

るよう対応してまいります。 

引き続き、公園を整備する際は、町会の皆

様や近隣の保育園をはじめ、公園利用者から

アンケートを取るなど、広くご意見をいただ

きながら、進めてまいります。そして、子供

たちが楽しんで遊び、近隣の皆様にとって憩

いの場となるよう、今後も公園の維持管理を

進めてまいります。 

 

※令和５年12月、シニアクラブ連合会浅草橋

支部に、花壇の配置等について該当のクラ

ブと検討していく旨をお伝えしました。

（健康課） 

◇ 
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◇放置されている空き家の安全対策について 

質問 回答 対応 

私の住む地域では、三軒の空き家が並

んでいるなど、空き家の数が増えている

ように感じます。中には、長い間放置さ

れ、外壁が落ちかけているなど、損傷の激

しいものもあります。近所に住む者にと

っては、放火などされたりしないか心配

です。 

持ち主の問題であるのはわかります

が、所在がわからなかったり、わかってい

てもなかなか動いてくれなかったりした

場合などに、防犯・安全対策として、区が

何かできることはないでしょうか。 

近年、区でも年々空き家が増加しているこ

とは認識しています。中にはそのまま放置さ

れ、適切な管理が行われていないことによ

り、周辺の生活環境に悪影響を及ぼしている

ものもあります。 

区では、ご連絡をいただいた場合には現場

確認を行い、周辺に対して危険な状況が確認

できれば、所有者を探して維持管理について

指導してまいります。 

所有者の特定作業や、所有者が対応するま

でに時間が掛かることがありますが、粘り強

く対応しています。 

担当の建築課からご連絡しますので、ご心

配の場所について、具体的にお伝えいただけ

ればと思います。 

 

※令和５年11月、質問者に該当箇所を確認

し、状況を説明しました。（建築課） 

― 
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「中学生との語る会」 

日時：10月15日（日） 午前10時から（会 場：区役所1001会議室） 

 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

私は、20年後、「和」を意識した町になっ

てほしいです。 

なぜなら、台東区は下町といわれるだけあ

り、浅草をはじめとして神社やお寺が多くあ

ります。それを活かして、日本らしい「和」

が感じられる町にすると観光で来られる方

も増え、より栄えていくと思うからです。た

とえば、「和」を体験できるお店を増やした

ほうが良いと思います。風鈴作りや藍染め体

験、金魚すくいのお店などです。 

江戸時代後期から繁華街として栄えてき

た台東区をこの先も続けていけるように、よ

り万人に好かれる町になってほしいです。 

台東区は神社やお寺、飲食店など、古くから受

け継がれてきた歴史や文化が多く残っていま

す。そのために今も多くの観光客の方が訪れて

いるのだと思います。 

「和」を意識したまちということですが、区に

は「景観まちづくり協定」というものがあり、伝

法院通りなど、商店街や地元の方が主体となり、

景観を大事にする取り組みを行っています。 

また、江戸文化を含め、いろいろな体験ができ

るお店を、冊子「台東区手作り工房マップ」に掲

載しています。この中には、「風鈴作り」や「藍

染め体験」のほかにも、「茶道体験」や伝統工芸

の製作体験などもあり、遠方からの修学旅行生

などにもご活用いただいています。 

これからも、区民の皆さんはもちろん、広く皆

さんに台東区を好きになってもらえるよう、頑

張っていきたいと思います。 
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◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

僕は20年後、地域の人々の交流が増え、今

よりももっと地域の方々に寄りそうことが

できるようになってほしいです。 

ほかにも台東区に引っ越してくる方々、

今、台東区にいる方々が笑顔であふれる台東

区になってもらいたいです。高齢者の方々な

どが安全・安心に暮らすことができるよう

に、まず、身近なところから努力していって

ほしいです。 

そして、台東区の伝統や歴史を大切にする

ことができるようになったり、ごみがなく、

きれいな台東区と言われるようにたくさん

の人がいろいろなボランティアを行い、互い

を大事にできる台東区になっていってほし

いです。 

区では、高齢者の方々が安全・安心に暮らすこ

とができるよう「高齢者地域見守りネットワー

ク」事業を行っています。これは、地域の皆さん

や警察、お店、会社などに協力してもらい、高齢

者を地域全体で見守っていくというものです。 

また、ボランティアなど、たくさんの人たちに

区がきれいになるように取り組んでもらうこと

も、とても大切なことです。 

現在、区でも、地域で清掃活動を行う方々に

「大江戸清掃隊」に登録してもらい、清掃用具等

を支給してまちの美化に取り組んでもらってい

ます。皆さんの中にも、ボランティアで清掃活動

を行っている方がいると思いますが、「大江戸清

掃隊」は個人でも登録することができるので、ぜ

ひ登録してもらい、今後も台東区のまちの美化

に一緒に取り組んでもらえたらと思います。 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

私はどんなところでも自転車が通りやす

い街になってほしいです。 

私は自転車でよく出かけていて、浅草や上

野などの観光地は人が多く、自転車で通りに

くく感じます。本当は車道を走るべきだと思

いますが、車も多く、浅草では人力車なども

あるため車の邪魔になってしまったり、少し

危険だったりするのではないかと思います。

なので、歩道の中で自転車が通れる場所があ

れば、自転車もスムーズに移動ができ、歩行

者とお互いに不満なく過ごせると思います。 

駐輪禁止のところに自転車がたくさん置

いてあったり、道路に置いてあったりする自

転車もなくなってほしいと思います。 

自転車は、現在の法律では原則、車道の左端に

寄って走ることが決まっています。また、歩道通

行可の標識・標示があるところを通行するとき

や、安全を確保するためにやむを得ず歩道を通

行するときは、車寄りの部分を徐行して、歩行者

の通行を優先しなければなりません。自転車に

よる事故を起こさないためにも、必ず交通ルー

ルを守っていただくようお願いします。 

また、放置自転車の対策については、現在区で

も取り組んでいるところです。特に多く自転車

が放置されてしまう駅周辺では、指導員が巡回

を行い、撤去を行っています。 

今後も、皆さんが安全に移動できるような取

り組みを進めていきます。 
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◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

私は、浅草や上野だけでなく、桜橋側の今

戸や橋場にも観光地となるような場所や施

設ができたら良いなと思います。 

以前テレビで「日本の勉強になる美術館博

物館ランキング」で、上位３位全てが上野の

施設だったのを見ました。そのような部分を

もっと全面的に台東区でアピールしても良

いのではないかと思いました。 

また、私が国立西洋美術館に行った際に、

改めて本物に触れることの大切さを実感し

たので、橋場や今戸のほうにも美術関連の施

設を作れば台東区がさらに美術に親しむこ

とのできる町になって、人が集まれば豊かで

にぎやかな町になるのではないかなと思い

ました。 

台東区は、上野や浅草をはじめとして、様々な

文化資源があふれており、その魅力を伝えるた

めに区でも取り組んでいるところです。特に上

野の山には様々な文化施設があり、今の時期は

数々の文化・芸術イベントが開催されています。 

また、美術館や博物館といった施設だけでな

く、まちの中にも多くの文化資源があります。 

今年、作家の池波正太郎氏は、生誕100年を迎

えました。台東区に非常にゆかりのある方で、作

品の舞台も区内にも多く存在しています。現在、

作品の舞台となった場所に「高札」という江戸時

代の案内板をモチーフにしたものを設置し、そ

の地を紹介しています。 

さらに橋場には、江戸の発明王として有名な

「平賀源内」のお墓や、高さ３ｍを超える「おば

け地蔵」、能や歌舞伎の『隅田川』という作品で

有名な「妙亀塚」もあります。11月には、「妙亀

塚まつり お化け地蔵ご縁日」も開催されます

ので、ぜひ訪れてみてください。 
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◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

私は、台東区民が地域のイベントや行事に

気軽に参加できるような区になってほしい

です。 

先日、台東区で実施された「台東区協働事

業レッツボウサイプロジェクト」の「ボウサ

イおそうじ大作戦！」を紹介した動画を学校

で見ました。地域の危険箇所を見て周りなが

ら清掃活動をするというイベントで、参加し

てみたいと思えるものでした。 

現在、区のホームページで告知されていま

すが、区の掲示板にお知らせを貼るなど、も

っといろいろな方法で知らせるようにして

いけば、参加者は増加し、区についてもっと

深く知ることができると思いました。 

「ボウサイおそうじ大作戦！」の動画は、関東

大震災から今年で100年の節目の年であり、改め

て防災意識を持ってもらうために作成したもの

です。そのため、皆さんにも９月１日に学校で見

てもらったと思います。 

今回その動画を見て、区民が地域のイベント

や行事に気軽に参加できるように、いろいろな

方法で周知していくようにということで、区で

も現在、イベントや行事の情報を、広報「たいと

う」や区公式ホームページ、LINEなどのSNSも使

って発信しています。 

皆さんのような若い方々に区の情報を届ける

ためにどのようにしたら良いか、私たちも日々

考えているところなので、今後の参考にさせて

もらいたいと思います。 

また、動画で見るとそのイベントの様子など

がよくわかります。台東区でも公式のYouTubeチ

ャンネルがあり、様々なイベントや取り組みの

動画をあげていますので、ぜひチャンネル登録

をしていただき、ご覧いただければと思います。 
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◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

私はお年寄りの方や小さい子供にも住み

やすい街になってほしいと思います。 

そのために、お年寄りの方は遠出が大変な

ので、近場にある商店街を活用したり、安心

してお散歩ができる公園があったりしたら

良いと思います。また、小さい子供たちがお

もいっきりボールや遊具で遊べる公園があ

れば良いと思います。 

このように、お年寄りから小さい子供たち

までみんなが楽しく安心して過ごせる台東

区であってほしいと思います。 

私自身も少しでも力になれるような大人

になっていきたいと思います。 

お年寄りや小さな子供が住みやすいまちは、

誰にとっても住みやすいまちということで、と

ても大事なことです。 

台東区には、それぞれ特徴をもった公園や児

童遊園がたくさんあります。たとえば、ボール遊

びができるスポーツコーナーがある公園や、健

康づくりのための遊具がある公園もあります。 

区では利用者や地域の皆さんからの意見を聞

きながら、さらに魅力ある公園にする取り組み

を行っています。 

また、区では、「台東区バリアフリー基本構想」

を策定しています。この構想では、段差を無くす

といった施設の整備だけでなく、子供からお年

寄りまで、障害のある人もない人も、全ての人が

お互いに助け合い、思いやりの心をもって相手

に接することを意味する「心のバリアフリー」に

も触れています。 

皆さんも「心のバリアフリー」を意識して、一

人ひとりが思いやりの心を持つことで、もっと

素晴らしいまちになっていくと思いますので、

ぜひご協力をお願いします。 



- 54 - 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

私たちの学校では、地域の清掃をする「大

江戸清掃隊」という活動を行っています。そ

のときに、たばこのごみが多いということが

気になりました。 

ほかにも学校の登下校中に、たばこを吸っ

ている人が多く見られます。その際に、ポイ

捨てする人がいるのかなと考えました。 

そこで、私たちの中学校の近辺を禁煙にし

てほしいです。大江戸清掃隊を１週間後にも

う１度行った際にも、たばこのごみがあった

ので、禁煙にしないとごみは減らないと考え

ています。 

現在、区の条例で、区内全域でのごみのポイ捨

てと歩きたばこを禁止しています。また、朝の通

勤・通学の時間帯である７時から９時の２時間

は、喫煙を禁止しています。このことを周知する

ため、道路に路面標示シートを張ったり、喫煙等

マナー指導員が巡回して声かけを行ったりして

いますが、皆様にご迷惑を掛けている状況です。 

今回お話のあった中学校の周辺については、

喫煙等マナー指導員の巡回を強化し、たばこの

吸い殻ごみを拾い、ポイ捨て禁止の指導を行っ

ていきます。 

また、台東区では、たばこを吸う人と吸わない

人の両方に配慮した取り組みが必要だと考え

て、公衆喫煙所を整備するなど分煙化を推進し

ています。一部の地域を時間指定なく禁煙にす

ると、その他の地域に喫煙する人が集まってし

まうなどの課題がありますが、これからもどん

な方法が良いのか考えていき、喫煙マナーを守

っていただくよう取り組んでいきます。 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

私は、台東区がさらに活気のある場所にな

ってほしいです。 

今でも朝顔祭りや三社祭など、にぎやかな

場所ではあると思います。しかし、私たち生

徒と地域の方々との交流が少ないと思いま

した。なので、私たち生徒と地域の方々でイ

ベントを行いたいです。 

たとえば、地域の方々と一緒に清掃活動を

するなど、親睦を深めることのできるイベン

トを行いたいです。このようなイベントを行

えば、地域の方々の魅力やまだ知らない台東

区のことなども学べると思っています。 

「活気あるまち」にするためには、住民同士の

交流はとても大事なことです。お年寄りの方も

若い方も一緒に活動することで、お互いにたく

さん元気をもらえるはずです。 

町会での清掃活動や防災訓練などは、同じ地

域に住む人同士が世代を超えて交流できる、良

い機会だと思います。自分の住む地域の町会の

活動に興味を持って、参加してみてください。 

そして、皆さんのような若い世代の人たちが

積極的に参加してくれるようになれば、台東区

もより活気ある区になると思いますので、一緒

に活気ある台東区を目指して頑張りましょう。 
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◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

私は、台東区で暮らす人だけでなく、台東

区に訪れる人、年齢や国籍関係なく、全ての

人が幸せな時間を過ごすことができる街に

なってほしいと思います。 

その視点から台東区の施設がどの人にも

優しい気遣いのある施設であることを望み

ます。たとえば、海外の人だからと特別扱い

せず、自然に接することができたり、挨拶を

したりすることです。今は街中で知らない人

から挨拶をされると少し驚いてしまいます。

しかし、挨拶をすることが当たり前となり、

すれ違いぎわに挨拶ができるようになれば、

朝・昼・晩気分よく過ごせ、日々いろいろな

人との出会いができると思います。 

お互いがお互いのことを思いやれる台東

区でありたいです。 

私も「誰もが幸せな時間を過ごせる台東区」に

なってほしいと思っています。 

「優しい気遣いのある施設」のお話しがあり

ましたが、浅草文化観光センターは観光で台東

区を訪れる方々の窓口となる施設として、どん

な人にも満足してもらえるよう、複数の言語

（日・英・中・韓）での観光案内や、バリアフリー

トイレなどを設けています。 

さらに、国内外問わず、観光客の方により満足

してもらえるよう、ボランティアの方々にご協

力いただき、ガイドツアーを実施しています。 

また、挨拶は非常に大事なことです。私も気持

ちの良い挨拶をしてもらえると、とてもうれし

くなります。お互いのことを思いやるコミュニ

ケーションの第一歩として、皆さんもぜひ挨拶

を大事にしてください。 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

私は台東区が豊かな区になってほしいと

思いました。理由は、公共サービスを充実さ

せるには税収を増やす必要があるからです。 

税収を増やすには、一人ひとりの収入を増

やしたり、健康寿命を延ばして活躍してもら

ったり、人口を増やしたりする方法がありま

す。一人ひとりの収入を増やす方法が１番良

いと思います。 

たとえば、台東区は他の地域に比べて伝統

工芸品に関する仕事が多いと思います。伝統

工芸品の価値をもっと高く評価してくれる

人、たとえば、海外の富裕層に買ってもらう

などです。 

このような施策を区と実施し、台東区が豊

かな区になってほしいと思います。 

税収を増やす方法を考えていただきました

が、どれも非常に効果のある方法だと思います。 

その中でも、今回は伝統工芸に関するご提案

をいただきました。台東区では様々な種類の工

芸品を作る職人さんたちが今も活躍していて、

台東区の特色ある産業の１つです。 

区では、伝統工芸品を含め、区内中小企業が海

外に商品を販売できるよう、新たな販売ルート

を開拓する支援などを行っています。 

また、ウェブサイトをはじめ、Instagramや

Facebookでも区の伝統工芸の魅力を発信してお

り、海外の方からも好評です。 

こうしたことをきっかけに、国内外の方に台

東区のファンになってもらうことで、もっと区

が豊かになっていくことを期待しています。 
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◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

私が20年後になってほしい台東区は人と

人の結びつきがとても強いまちです。 

よく台東区生まれの人は大人になっても

台東区に住んでいると聞きます。その理由の

１つは台東区民の優しさや楽しさだと私は

思います。 

台東区は近所や学校などで挨拶が盛んだ

ったり、道を聞くと心よく案内してくれたり

する方が多くいると思います。さらに、下町

ならではのお祭りや地域のイベントでたく

さんの交流もあります。そこでは多くの人た

ちが文化に親しみながら、お互いに気遣いあ

って楽しんでいる様子が多く見られます。 

そんな台東区だからこそ「誰かが困ってい

たら助ける」、そして時には「自分自身も助

けてもらう」、そういった人と人の結びつき

が今よりもさらに強いものになってほしい

と、私は思いました。 

台東区は伝統あるお祭りなども多く、人と人

とのつながりがとても強く感じられます。その

ように根付いた区の特色をさらに強めていくこ

とは、素晴らしいことだと思います。 

「お互いに助けあえる社会」とは、安全・安心

に過ごすために欠かせないことです。このよう

な考えを「共助」と言います。 

一方、区では、区民の皆さんが安全・安心に過

ごせるようにサポートをする「公助」の役割を担

っており、皆さんの困っていることを解消でき

るように努めています。しかし、「公助」だけで

は手の届かないことがあるのも事実です。 

そのため、ぜひ皆さんも「共助」の意識を持ち、

これからも人と人とのつながりを強めていただ

きたいと思います。特に災害時などは、住民同士

の助け合いがとても大事です。そのために、町会

などでは防災訓練なども行っています。 

今年は関東大震災から100年という節目の年

でもあり、ぜひ普段の生活での「つながり」や

「助け合い」を意識して、いざというときに自分

のことだけではなく、周りのことも考えて行動

していってもらえたらと思います。 
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◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

私が考える未来の台東区は、四季折々のお

祭りがあり、どの季節に行っても楽しめる台

東区です。 

お祭りを開催するとごみは必ず出ます。ご

み箱を設置しても道路にごみが落ちている

のを見かけます。私はお祭りが終わった後

に、来ていた人たちとごみ拾いをすると良い

と思います。ごみの量が多いと、拾う人も気

をつけようと思えると考えます。 

また、清潔感があれば観光客も増え、台東

区の良いところを多くの方々に知ってもら

えると思います。 

台東区は三社祭や隅田川花火大会など、１年

を通して様々なお祭りや行事が行われていま

す。 

人が多く集まると、どうしてもごみが散らか

ったりしてしまいます。そうしたごみを行事に

参加した人たちが協力して拾うということは、

とても素晴らしい考えだと思います。 

区でも皆さんが気持ちよく生活できるように

まちの美化に励んでいますが、皆さんと協力し

て、みんなで一緒に行うことが１番大事なこと

だと思いますので、これからもよろしくお願い

します。 

 

◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

以前、私は町会の「ストリートパーティー」

という行事に参加しました。その行事では、

小さい子も、小中高生も大人も、高齢者も、

皆が楽しそうに過ごしていました。私も普段

あまり関わらない方とも楽しく会話をした

り、遊んだりできました。 

私は、たとえ日常の中で地域の方と関われ

なくても、このような町会や地域での行事を

次の世代に引き継いでいき、たくさんの人と

関われる場を残していく台東区になってほ

しいと思います。 

小さいお子さんからお年寄りまで、様々な世

代の人が一緒になって楽しめる行事というの

は、とても素晴らしい体験だったと思います。 

町会や地域の行事は、町会の大人の方たちが

何か月も前から企画をし、準備をして行われて

います。こうした催しの運営が、今度は皆さんに

引き継がれていくことで、たくさんの人が楽し

める行事がいつまでも守られていくはずです。 

ぜひ今後も地元の行事に参加し、いろいろな

経験をしてみてください。 
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◇こんな台東区になってほしい！私が考える「未来の台東区」 

提案 回答 

私は、20年後の台東区が今よりも活気のあ

る町になっていてほしいと思います。 

台東区は浅草や上野など、台東区民の方で

も観光客の方でも楽しめるような観光地が

多くあることが魅力だと思います。私は、台

東区の魅力がより多くの人に広まって、今よ

り活気あふれる町になってほしいです。 

夏休みに浅草に行った際、海外からの観光

客がとても多いことに気がつきました。コロ

ナ禍になる前の浅草の活気が戻ってきたよ

うで、うれしかったです。 

海外の方だけでなく日本国内からの観光

客の方にも、もっと台東区の魅力を知っても

らうためには、たくさんの魅力をわかりやす

く発信することも大切だと思います。 

しかし、私は台東区に住んでいる人など身

近な方々が、台東区を知ることが必要だと思

います。地元の人が台東区の魅力を知ること

で、観光客の方々に魅力を伝えられる人が増

え、情報の幅も広がると思います。 

学校の授業では、台東区についての調べ学

習をすることがありますが、そのような機会

を増やしていくことで、台東区の魅力がもっ

と広まり、活気あふれる町になると思いまし

た。 

学校の授業でも調べ学習などをしたというこ

とで、台東区を知ることが台東区の魅力をいろ

いろなところに発信することにつながると思い

ます。 

今日は、台東区の文化施設の４館共通入館券

をお配りしています。きっと訪れたことのない

施設もあり、今まで知らなかった台東区の魅力

に触れられる機会になると思いますので、ぜひ

この券を使って台東区の新たな魅力を発見して

みてください。 

また、区では「学び」の視点で、区内に色濃く

残る江戸の歴史と文化にせまる、「江戸・たいと

う学」を実施しています。講演会や寛永寺の散策

ガイドツアーなど、普段の生活では気がつくこ

とのできない区の魅力を専門家の方から学べる

素晴らしい機会だと思いますので、こちらもぜ

ひ参加してみてください。 
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「NPO法人 台東区の子育てを支え合うネットワークとの語る会」 

日時：10月25日（水） 午前10時から（会 場：区役所1003会議室） 

 

 

◇子供の学力格差の問題について 

質問 回答 対応 

2020年３月のコロナウイルス感染以

降、経済的に厳しいご家庭が増えていま

す。特に所得の低いひとり親家庭では、学

力や経験・情報など様々な格差が広がっ

ています。学習面では公立中学校に通う

子供たちの学力の低下はとても深刻な問

題だと思います。 

台東区は子育て・若者支援課が『子供育

成活動支援事業補助金』を出しています

が、以前に比べ、ひとり親家庭への周知な

どに対しての協力が得られていません。

もう少し上手に連携をして、区民サービ

スにつなげていけたら良いと思っていま

す。 

現在、区でも次世代育成支援計画を策定

し、子供の学力格差を含む子供の貧困問題に

ついて、計画的に事業を推進しています。 

また、この度は、学習支援活動等の周知に

ついてご要望をいただきました。 

以前実施していました、児童扶養手当の現

況届の発送時の対応については、封入物が多

く、区民の方が現況届の作成時に、どの資料

を参考にすれば良いか戸惑うことがありま

した。そのため、現在チラシ等については極

力減らして送付しています。 

しかし、面談会場では、チラシが目につき

やすいようテーブルに配置したり、面談の中

で必要と思われる方にはチラシをお渡しし

たりするなどの工夫を行っています。 

今後のことについては、皆さんのお考えも

参考にし、有効な周知方法について改めて検

討してまいりたいと思います。 

☆ 
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◇子供の見守りについて 

質問 回答 対応 

実際に困っていても、声を上げられな

い保護者や子供たちが多いと思います。 

個人情報保護の問題もあり、民間に提

供することはとても難しい問題だと思い

ますが、せめて民生委員・児童委員、主任

児童委員等には開示し、直接困っている

ご家庭へのお手伝いすることはできない

でしょうか。 

区の子ども家庭支援センターでは、困って

いる子供がいるなどの相談、通報があった場

合にはセンター内で会議を行い、その家庭へ

の対応方針を決定しています。その方針の中

で、民生委員・児童委員の方にご協力いただ

きたい家庭となった場合は、委員の方を含め

た関係者会議の開催や、個人情報を含む個別

の情報を共有させていただき、各家庭への支

援を行っているところです。 

今後、皆さんの活動の中で気になることが

ありましたら、子ども家庭支援センターまで

ご相談いただきますようお願いいたします。 

― 

 

◇児童相談所について 

質問 回答 対応 

令和４年12月から、家庭訪問型の子育

て支援ホームスタート活動を始めまし

た。 

その活動中に、ホームスタート活動で

は対処できないご家庭がありました。そ

のときは活動ではなく、個人として対応

をしましたが、児童相談所があったらと

痛切に感じました。 

台東区では児童相談所の設置をどのよ

うにお考えですか。 

平成28年の児童福祉法改正により、23区で

も独自に児童相談所の設置が可能となり、現

在８区が児童相談所を開設しています。本区

においても現在、将来的な児童相談所の設置

を目指して、検討を進めています。 

なお台東区では、日本堤子ども家庭支援セ

ンターにおいて、東京都児童相談センターと

の共同運営モデル事業を実施し、増加する児

童虐待への対応強化を図っています。 

このモデル事業では、東京都児童相談セン

ターの職員が日本堤子ども家庭支援セン

ター内の執務室で週２回程度従事し、必要に

応じて子ども家庭支援センターとその場で

の協議や共有をしています。また、日本堤子

ども家庭支援センター内の相談室を活用し、

児童相談所の職員が、区内の児童およびその

保護者との面接、面談を行っています。 

今後も本事業の運用に努め、区における児

童虐待防止に努めてまいります。 

― 
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◇公共施設の活用について 

質問 回答 対応 

公共施設での飲食を可能にしてほしい

です。 

区民が借りて親子が集う場を設けた

り、講座を行ったりする際に、その場を共

にする人たちで飲食(昼食、お菓子、お茶)

を共にできる場が、台東区にはありませ

ん。 

親子同士がつながる場では、ぜひ気楽

に食を共にできるようにしてほしいで

す。 

現在、飲食可能な貸出施設としては、台東

区民会館がございます。 

一方、区民館や生涯学習センター、社会教

育センター・社会教育館の各集会室等では、

水分補給以外の飲食は、衛生面への配慮か

ら、原則としてご遠慮いただいています。 

ただし、昼食時間を含む午前と午後の連続

利用の際に、飲食する場合には認めることも

ありますので、詳細については利用される施

設に直接ご相談いただきますようお願いい

たします。 

― 

 

◇子育て支援における食事・食育支援について 

質問 回答 対応 

昨今共働きの世帯が多く、親から子に

料理を教える時間や機会がなく、また小

学校や中学校における家庭科授業などで

調理に割ける時間もほとんどなく、子供

への食育機会が激減しています。 

特に、ひとり親家庭や生活保護世帯で

は困難な家庭が多いため、現在、団体の新

しい事業として訪問型の調理指導のサー

ビスを企画しています。区の子育て支援

政策の一環として、このようなサービス

の導入をご検討いただけないでしょう

か。 

台東区の学校では交流事業の一環として、

宮城県大崎市からお米、茨城県筑西市から梨

をいただいており、それらを通して、種をま

いてから収穫するまでの過程について学習

する機会を設けています。 

また、小・中学校での調理実習は、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、やむを得

ず講義形式等による学習が中心となる期間

もありましたが、学校の状況に応じて、順次

調理実習を再開しています。 

調理をする機会があることは、子供たちに

食の大切さなどを伝えることができ、とても

意義のあることだと思います。こういう取り

組みに対し、皆さんのような団体と行政が協

力して取り組んでいくことが重要だと感じ

ています。 

食の支援に関して、具体的にお考えになっ

ていることなどがありましたら、まずは、子

育て・若者支援課でお話を聞かせていただき

ますので、ご相談ください。 

― 
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「二十歳の集い実行委員会との語る会」 

日時：11月24日（金） 午後７時から（会 場：区役所庁議室） 

 

 

◇観光バスの対策について 

質問 回答 対応 

浅草小学校の前の通りを観光バスがよ

く通りますが、通学路であることや横に

は公園があり、とても危険であると考え

ていました。私が小学校に通っていた頃

からこの話しが出ており、何度か改善を

求めて区に連絡すると言った方がいたこ

とも記憶しています。 

私も視界が悪いときに轢かれそうにな

った経験があり、実際に平成29年には轢

かれてしまい重傷を負われた方がいまし

た。 

現在、日中の時間に誘導員がいたり、小

学校の前にある広場に柵を設置していた

りしますが、それ以外にも何か対策はし

ているのでしょうか。 

また、今後はコロナ禍が落ち着いたこ

ともあり、より観光客が増えていくと思

います。それに伴い、さらに対策を講じて

いく予定はあるのでしょうか。 

浅草小学校前の東参道・二天門通りでは、

過去に交通事故が発生しています。そのた

め、地元町会や小学校および保護者の皆様に

ご意見を伺い、歩道の防護柵の設置や、注意

喚起の看板設置、誘導警備員の増員などの対

応に努めてまいりました。 

また区では、観光バスの安全で安心な来訪

環境を整備し、迷惑な駐停車等の防止を図る

ことを目的として、平成29年に全国初となる

「東京都台東区観光バスに関する条例」を制

定しました。 

その中で、観光バス予約システムによる利

用時間の分散化、観光バスの乗降場所の分離

等により、歩行者の安全確保と良好な交通環

境の整備を図っています。 

現在、コロナ禍で激減していた観光バスが

回復傾向にあります。区では、今後も観光バ

スの来訪状況を見極めつつ、状況に応じて誘

導警備員の増員を検討するなど、引き続き安

全な歩行空間の確保に努めてまいります。 

― 
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◇隅田川花火大会について 

質問 回答 対応 

今年は４年ぶりに隅田川花火大会が開

催され、過去最多の約100万人が訪れまし

た。コロナ以前の活気が戻ってきたこと

はうれしいですが、多くの問題も見受け

られたと思います。 

花火大会が始まる前から浅草駅周辺は

多くの人であふれかえり、普段から通学

や通勤で駅を利用する人に支障があった

と思います。また、警察官が出動して一方

通行などのルールが設けられていました

が、設置されたフェンスを飛び越えてし

まったり、ごみを放置してしまったりと

いった迷惑な行動がありました。 

これらの問題を改善し、来年の安全な

花火大会の開催に向けての考えがありま

したらお聞きしたいです。 

今年の花火大会は４年ぶりの開催となり、

そのため、様々な安全対策を講じて実施しま

した。しかし、混雑のため一部駅の出入口封

鎖などにより、一般利用者の方にはご迷惑を

お掛けしました。また、一部の観客が警察官

や警備員の誘導に従わず、立ち入りを規制す

るフェンスバリケードを乗り越えるなどの

事例がありました。 

現在、来年度の安全な花火大会の開催に向

けて、警視庁や警備会社と調整を行ってお

り、フェンスバリケードの仕様や設置場所に

ついても検討を行っています。 

また、ごみの問題については、これまでも

大会当日の深夜から早朝にかけて清掃を行

っていましたが、清掃範囲や時間帯を見直す

とともに、引き続きマナー啓発の活動を実施

します。 

今後も、各方面との連携を図りながら、皆

様に安全に楽しんでいただける花火大会と

なるよう、取り組みを強化してまいります。 

― 
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◇精神疾患を有する人への支援について 

質問 回答 対応 

パニック障害やうつ病など、精神疾患

等で困っている人に対し、区ではどのよ

うなサポートがあるのか知りたいです。 

こころの健康を保つためには、ひとりで問

題を抱えることなく、周囲の人や医療機関に

相談することが大切です。しかし、医療機関

に受診することに抵抗を感じる人もいると

思います。 

そこで、区では専門医による相談や、保健

師による健康相談を実施し、必要に応じて医

療につなげるなど、メンタルヘルス対策に取

り組んでいます。さらに、身近な人の変化に

気付ける人を増やすため、ゲートキーパー養

成講座を実施しています。 

こころの不調は目に見えず、誰でも抱える

可能性があります。今後、ご自身のことでお

困りのことがあったり、周りに悩んでいる方

がいたりしましたら、台東保健所内の保健予

防課までご連絡ください。 

― 

 

◇鶯谷駅北口周辺の路上喫煙について 

質問 回答 対応 

飲食店での喫煙が制限されたこともあ

り、鶯谷駅北口周辺で路上喫煙が増えて

いると感じます。 

また、台東区は全体的に喫煙所が少な

いように感じます。 

喫煙者と非喫煙者、両方が暮らしやす

くするための対策は何かお考えでしょう

か。 

健康増進法や、東京都受動喫煙防止条例に

より、屋内での喫煙が原則禁止となり、区内

全域において屋外での喫煙が増加していま

す。 

鶯谷駅周辺の路上喫煙への対策について

は、駅近くの鶯谷公園内にコンテナ型の公

衆喫煙所を整備しています。この公衆喫煙

所の整備は、区が整備をすることに加え、

民間企業等に設置経費や維持管理費の助成

を行い、進めています。 

また、喫煙等マナー指導員による巡回指導

や、区内道路上にポイ捨て禁止を明記した

「路面標示シート」の張り付けなどを行い、

喫煙マナーの啓発を行っています。 

今後も喫煙する人もしない人も共存でき

る分煙環境の整備を図ってまいります。 

― 
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◇少子化対策について 

質問 回答 対応 

区で取り組んでいる「少子化対策」につ

いてお聞きしたいです。 

子育て支援や子供・若者向けの取り組

みがあれば教えてほしいです。 

区では、子育てに関する不安や負担を軽減

することで、安心して子供を生み、育てるこ

とができるまちづくりを目指しています。 

たとえば、第３子以降の子供の出生時と、

小中学校入学時に祝い品を贈呈する「にぎや

か家庭応援プラン」や、不妊に悩む夫婦で特

定不妊治療の先進医療を受けた方への助成

を行っています。 

ほかにも、健康保険証を使って医療機関を

受診した際、支払う自己負担分を助成する対

象を高校生年齢相当まで拡充しています。 

これらの取り組みを通じて、これからもこ

どもまんなか社会の実現に向けて、子育てし

やすいまちを目指して取り組んでまいりま

す。 

― 

 

◇今後の台東区について 

質問 回答 対応 

新型コロナウイルス感染症が落ち着

き、多くの外国人観光客が台東区を訪れ

ています。私は、観光客のニーズと観光地

に住む人々の生活の質の向上に再度目を

向けることが必要だと考えました。 

たとえば、町に落ちているごみや放置

されたごみをなくすことが挙げられま

す。観光地によっては、食べ歩きによるご

みが多く見受けられることがあります。

そのため、町の様々な箇所に分別したご

み箱の設置が必要だと考えます。これに

より、観光客はごみを捨てたいときに捨

てられて、住民は町に不法に捨てられる

ごみへの不快感が減ると思います。 

住民にとっても住みやすく、観光客も

快適に過ごせる場所づくりのための政策

や、今考えていること等がありましたら、

聞かせていただきたいです。 

区では、観光客と区民の両者が快適に過ご

せるよう、観光客の受入環境整備に取り組ん

でいます。たとえば、外国人観光客向けに、

パンフレットなどを用いて、日本の基本的な

観光マナーの啓発に努めています。 

ごみ箱の設置については、以前、道路上に

設置していましたが、家庭ごみなどが捨てら

れてしまうなど、まちの景観が損なわれる状

況となってしまったため、撤去した経緯があ

ります。そのため、来街者に対しても、ごみ

は各自で持ち帰っていただくようお願いし

ています。なお、ポイ捨てなどのマナー啓発

のため、マナー指導員による巡回指導などを

行っています。 

今後も、区民と観光客の両者が快適に過ご

せる持続可能な観光地であり続けるため、ま

ちの美化に配慮しながら、観光客の受入環境

整備に取り組んでまいります。 

△ 
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「立志式に携わる中学生との語る会」 

日時：３月10日（日） 午前10時から（会 場：区役所1001会議室） 

 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

私が立志の作文を書くとき、「将来、どん

な職業に就いているか」を１番に考えまし

た。 

職業以外にも大切なことはたくさんあり

ますが、これを機に将来を見据え、自分の人

生を計画していくことが、今の自分にできる

ことだと思いました。 

また、就きたい職業を決めておくことで、

両親に心配を掛けず、安心して今後を過ごし

てもらえると思いました。 

作文を書いてみて、私は今までたくさん心

配を掛けてきたことに改めて気付かされま

した。こんなにも自分と向き合ったのは初め

てで、人生を計画する良い機会になりまし

た。 

一人前の大人ではありませんが、私なりに

両親に安心してもらえるように少しの努力

も怠らず、何事にも全力で取り組んでいこう

と思います。 

今回の立志の作文が自分と向き合う貴重な機

会になったと思います。 

努力を怠らず、何事にも全力で取り組むとい

う思いは、これから訪れる様々な場面でご自身

を支え、将来の夢を叶えるためにも大きな力に

なると思います。 

また、「これまでに多くの人に支えられてきた

ことに気付き、支えてきてくれた人たちを安心

させられるように頑張ろう」という思いは、優し

さにあふれていて、とても素晴らしいと思いま

した。これからもそのような思いを大切にし、何

事にも頑張って取り組んでください。 

将来の夢は、女優として演技を頑張ることと

のことで、ぜひその夢が叶えられるように、努力

を続けていただけたらと思います。 
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◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

私は今回の作文で「人の優しさ」について

考えました。 

立志の宣言を書くにあたってどんな大人

になりたいのか思い浮かんだのは、周りの人

を常に思いやることができる私の祖母です。

祖母から、自分のことだけ考えるのではな

く、相手の良いところをみて、相手を思い、

対話していくことが大切だと学びました。 

祖母の周りの人は、いつも笑顔です。お互

いに相手を大事にし、心で会話をしていると

感じました。 

今回の作文をとおしてたくさん考え、心に

おいておきたいことがわかりました。それ

は、人にはたくさんの優しさがあり、人との

関りの中で相手を想い、対話していくことが

大切だということです。 

将来、人を想うことができる人になれるよ

うに、今から自分を支えてくれている人たち

とのつながりを、より大切にしていきたいと

思います。 

周りの人がいつも笑顔になる、とてもすてき

なおばあさんですね。 

今回の作文をとおして、「相手を想い、対話し

ていくことの大切さ」に気付いたというのは、と

ても素晴らしいことだと思います。 

「情けは人の為ならず」ということわざがあ

りますが、これは「相手にした親切な行いは、自

分にかえってくる」という意味のことわざです。

相手を思いやり、優しくできる人は、相手からも

好かれて、優しくしてもらえるはずです。そうし

たつながりがいくつもできれば、きっとおばあ

さんのようにすてきな人になれると思います。 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

私は今回この宣言をするにあたって、今ま

で経験した多くのことの中から、音楽の経験

をもとに、自分が将来どんな人間になりたい

かを考えて書きました。 

書くときに、将来の夢より「自分がどのよ

うな人間になりたいか」を考え、「これから

成長していく中で、努力し続けられる人にな

りたい」「どんなことに対してもあきらめず

に挑戦していきたい」と宣言しました。これ

から３年生となる中で様々なことに挑戦を

して、努力し続けられる人になりたいです。 

小学校の時に所属していた吹奏楽部での経験

が、「努力し続けられる人になりたい」と思うき

っかけになったとのことで、「努力」は人生の

様々な壁を乗り越えるためにも不可欠なことだ

と思います。時には、結果につながらないことも

ありますが、その努力をした経験は、自身の成長

の糧に必ずなります。 

ぜひ様々なことに努力して取り組み、より良

い自分になれるように頑張ってください。 
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◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

何となく中学２年生を終えようとしてい

た私の、自分のなりたい姿について考えるき

っかけとなったのが立志の宣言でした。 

私はやってみたい仕事がたくさんあり、ま

とめることが難しかったため、私がなりたい

私について書きました。私がなりたい私は、

「自分を愛することができる私」です。「ど

うせ私には無理」と思っているときこそ、挑

戦するべきだと思います。そうすれば、後か

ら自然と自信がついてくると思います。その

自信を力とし、どんなことにも挑戦して、誰

かの役に立てれば良いなと思います。 

「自分のことを愛せる私」、とても良い将来像

だと思います。人それぞれ得意・不得意があると

思いますが、不得意なことだからとあきらめず、

勇気を持って挑戦することは、自分自身の成長

につながる大切なことだと思います。 

元々苦手だった運動が、挑戦したことで好き

になれたとのことで、苦手なことでも一生懸命

に取り組む姿は、きっと周囲の人たちも見てく

れていると思いますし、そのような人たちから

認めてもらえたら、より大きな自信になります。 

ぜひ、今の思いを大切に、積極的にチャレンジ

していただけたらと思います。 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

私は最初、立志の宣言を書くためのテーマ

を何にしようかと迷っていました。そんなと

き、以前見た、ハシビロコウの生態について

の解説動画のことを思い出して、ハシビロコ

ウをテーマに宣言を書くことを決めました。 

宣言を書くとき、初めはハシビロコウの生

態についての内容が宣言の大部分を占める

構成になっていましたが、それでは私がなり

たい将来像がわかりづらいので、ハシビロコ

ウから学べることや、自分の将来について詳

しく書きました。 

ハシビロコウは上野動物園でも見られる鳥で

す。「動かない鳥」として、よく知られていると

思います。 

ハシビロコウの生態から、目標に向かって耐

え続けることの大切さを学んだとのことで、人

も同じだと思います。目標を達成するために努

力を継続することや、物事に集中して取り組む

ことはとても大切なことです。ぜひ、ハシビロコ

ウのように目標の達成に向けて、努力を続けて

ください。 
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◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

僕は立志の宣言を書きながら、自分がどう

いう人になりたいのか、その将来について考

えることで、自分にとって大切な言葉や、考

え方をしっかりと胸に刻みこむことができ、

自分の将来の目標への進み方について深く

考えることができました。 

僕は立志の宣言をとおし、自分自身と向き

合うことができました。ここで学んだ自分が

大事にしていきたいことを、これからの人生

や将来の夢に向かっていく中で、存分に生か

していきたいと思いました。 

立志の宣言が自分自身と向き合い、これから

のことを考える素晴らしい機会になったようで

良かったです。 

ご自身が大切にする言葉には、「毎日小さな努

力を積み重ねていけば、必ずどんなことも乗り

越えていける」という思いが込められていると

のことで、どんなに大きな目標であっても、小さ

な１つずつの課題をこなしていくことが必要で

す。 

勉強や部活動、将来の夢など様々な目標や取

り組むべきことがあると思います。ぜひ日々の

生活の中でやるべきことを考えて、少しずつ取

り組んでいってください。それがきっと将来の

大きな成果につながるはずです。 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

私は、立志式の作文を書く前には将来の夢

はありませんでした。しかし、今回の作文を

書くにあたって、今までのことを振り返りま

した。 

私は小さい頃から憧れていた保育園の先

生がいました。その先生はとても優しく、た

くさんのことを教えてくれました。なので、

小さい頃の自分は、その先生のようになりた

いと思っていました。 

中学２年生の職業体験は、保育園で体験さ

せていただきました。私は職業体験をとおし

て保育士になりたいと、将来の夢を明確にす

ることができました。今回の立志を踏まえ

て、将来の夢に向かって努力していきます。 

中学校での職業体験が、「保育士」という将来

の夢を明確にする機会となったようですね。 

保育園の先生たちは、子供たちが帰った後に

教室の掃除や片付けをしていて仕事がたくさん

ありそうだったとのことで、職業体験を通じて、

保育士の仕事の大変さもやりがいも感じられた

と思います。 

憧れの先生のように、優しく、子供たちに寄り

添った保育士になれるように頑張ってくださ

い。 
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◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

私は、責任感のある大人になりたいです。

４人姉妹の長女で、妹が自分の真似をしてい

る実感がなかった私ですが、自分の悪いとこ

ろを妹が真似してしまったという経験から、

妹の手本となるような大人になりたいと思

うようになりました。 

そして、妹の手本となる大人とは何かを自

分なりに考えた結果、自分の言動に対して責

任感がある人だと思いました。 

今回、立志式の作文を書いたことで、自分

の考えがまとまったと思います。作文に書い

たこと、そのときの自分の思いを忘れず、具

体的な夢ができたとき、夢を実現するために

一歩一歩突き進んでいきたいです。 

よく「真似る」と「学ぶ」は同じ語源と言われ

ます。実際に私たちも何か上手になりたいと思

ったときに、誰かの「真似」をすることで「学ぶ」

経験があります。 

おそらく妹さんも真似ることで、いろいろな

ことを学んでいるのだと思います。 

そして、妹さんのお手本となるために「責任感

がある人になりたい」とのことで、とても素晴ら

しいことだと思います。 

「責任感ある人」は、周りの人からの信頼も得

られると思います。ぜひその気持ちを忘れずに、

これからも頑張ってください。 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

私は立志式で、将来、教師になりたいとい

うことを自分の志として宣言しました。 

宣言を書いて、自分自身を見直す機会にな

りました。宣言の１つに教師になるために直

したいところというものがあり、とても考

え、悩みました。なぜなら、自分の行動から

弱さや至らないところを見つけなければな

らないからです。最初は「何がダメなのだろ

う？」と悩みましたが、１人になり自分と向

き合ってみると、日々の生活の中でたくさん

の弱い点・至らない点が見つかりました。 

このように立志の宣言を書いて、私は自分

を見つめ直し、自分の弱さ・至らなさとなる

短所を長所に変えるための目標を見つける

機会になったと考えます。これを達成するた

めに、日々の生活を意識して過ごしていきた

いです。 

教師という将来の夢を明確に持っていること

は、素晴らしいと思います。 

そして、夢を叶えるために自分の短所を見つ

め直し、長所に変えようと取り組む姿勢もとて

も素晴らしいと思いました。 

きっと、その実現のためにたくさん悩んだり、

自分と向き合ったりした経験は、将来、ご自身に

とって大きな財産になると思います。教師にな

って、思い悩んでいる子供たちがいたら、ぜひど

のように取り組んできたのか、教えてあげてく

ださい。 

子供たちに優しく寄り添える教師になれるよ

う、私も応援しています。 
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◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

私の将来の夢は、「たくさんの人に信頼さ

れ、必要とされる存在になる」ということで

す。これは自分が将来、どのような道に進ん

だとしても必要なことだと考えます。 

私の思う「必要とされる存在」とは、誰か

に「あの人に任せるのが１番だ」と思い出し

てもらえる存在です。「あなたにしかできな

い」と頼ってもらうためには、「厚い信頼」

が重要です。 

そのため、立志式では「たくさんの人に信

頼され、必要とされる存在になる」という夢

に向かってこれからも頑張っていくことを

宣言しました。 

「たくさんの人に信頼され、必要とされる存

在になる」というのは、将来どのような道に進ん

でも必要なことだと思います。 

自分の仕事に責任を持ち、他の先生からも頼

られていた小学校の養護教諭の先生との出会い

が、今回のような夢を持つきっかけになったと

のことで、とても素晴らしい先生との出会いが

あったようですね。 

現在、学校の活動でも活躍されていると伺っ

ているので、今後も生徒の皆さんから「厚い信

頼」を得て、夢に向かって頑張ってください。 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

立志の宣言を書くとき、まず感じたのは自

分の成長です。自分で自分の成長に気付くこ

とはあまりなく、きっと立志の宣言を書き、

昔の自分やこれからの自分と本気で向き合

うことをしなければ、わからなかったことだ

と思います。なので、立志の宣言を書くこと

は、私にとって成長を感じる良い機会になり

ました。 

私たちは今14歳であり、あと４年後には成

人となります。立志の宣言を書き、大人にな

っていく自覚を持ち、これからの将来を前向

きに進んでいきたいです。そして、これまで

育ててくれた家族や、支えてくれた方々への

感謝を忘れずに、日々を過ごしていきたいで

す。 

立志に宣言を書くにあたり、ご自身の成長を

感じることができたとのことで、貴重な機会に

なったと思います。 

人と関わるのが得意ではなかった自分が、中

学生になってから委員会や部活動に入り、多く

の人と関わるようになったことで成長できたと

のことで、自分を変えようと勇気を出して挑戦

したことは、とても素晴らしいことだと思いま

す。 

これからも様々なことに挑戦をする中で、上

手くいくこともいかないこともあると思います

が、きっとその経験は自分をさらに成長させて

くれるものだと思います。将来を前向きに進ん

でいく気持ちを忘れずに、これからも頑張って

ください。 
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◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

作文を書くにあたって成長を感じました。

忘れ物も「あきらめる」のではなく、「終わ

らせようと努力する」ことで、忘れ物自体良

くないことですが、「あきらめない心」とい

うものが芽生えたと思いました。 

また、緊張してしまうため、私は人前に立

つことが苦手でしたが、今回大舞台に立った

こともあり、大きなことに挑戦できたと思い

ます。 

「あきらめない心」は、非常に大切なことだと

思います。「七転八起」ということわざもありま

すが、転んでもまた立ち上がって頑張ることを

今のうちから続けていけば、あきらめない心は

どんどん育っていくと思います。 

また、何か失敗したときに「仕方がない」とあ

きらめるのではなく、「次は気を付けよう」と

か、「次はこうしてみよう」というふうに考えて

みると、きっと同じような失敗は減っていくと

思います。 

今回の立志の宣言を通じて、ご自身の成長を

感じることができたとのことで、今日この場で

発表してくれたことも、ご自身の成長を感じる

機会になっていたら私もうれしいです。 

これからもぜひ、いろいろなことに挑戦して

ください。 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

私は今回、立志式の代表生徒をやるにあた

って、今の自分と将来なりたい自分を比較

し、今の自分自身の課題を見つけ出しまし

た。 

私が考える立志の宣言とは、自分の課題を

知り、大人になるということだと思います。 

私はこの立志式を機に、大人の第一歩を踏

み出していきたいです。 

また、私は立志式を行う前までは、本当に

自分で良いのかとすごく不安でしたが、終わ

った後に「良い立志式だったよ」とたくさん

の方に声をかけていただきました。このこと

を自信にして、これからも歩んでいきたいで

す。 

今回の立志の宣言を書く中で、自分自身の課

題を見つけ出したのですね。 

将来の夢はアナウンサーとのことで、アナウ

ンサーの仕事は、番組の進行やスポーツ実況を

したり、災害時には現地から報道したりと様々

です。また、正しい情報を伝えるためには、事前

に情報収集に励んだり、話す内容を上手に組み

立てる力も必要だったりします。大変なお仕事

だと思いますが、その分、やりがいもとてもある

と思います。 

ぜひ、日々努力することを忘れず、アナウン

サーという夢に向かってこれからも頑張ってく

ださい。 
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◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

僕は立志の作文を書くときに、「自分の将

来の夢はスポーツ選手」ということをあげま

した。しかし、自分はまだまだスポーツ選手

になるには程遠いと感じました。 

なので、これからの部活の練習や家でのト

レーニング、体づくり、苦手なことなど、何

事も最後までやっていくと決めました。 

目標に向かって、日々取り組んでいくことを

決めたとのことで、どのようなスポーツ選手に

なるのか、私も楽しみになりました。 

普段の部活動の中でも、「練習では自分が１番

下手だと思い、試合では自分が１番上手い」と思

ってプレーをされているとのことで、とても素

晴らしい心がけだと思います。 

これからもその気持ちを大切にし、日々の練

習やトレーニングを頑張ってください。 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

私は２年生になり、志を立てると言われた

とき、あまりパッと思いつくものはありませ

んでした。 

ふと考えついたのが、人に尽くせる人にな

りたいと思いました。そのきっかけは、今ま

で助けてくれた人や見守ってくれた人に、恩

返しをしたいと思ったからです。 

私は、誰かのために行動したり、助けてあ

げられたりする仕事だと考えたのが、「養護

教諭」だと思いました。 

今、私には大きな目標がありますが、叶え

ることができるかは自分次第だと思います。

なので、日々日常で自分なりの工夫をしなが

ら、努力していきたいです。 

養護教諭になることが目標とのことで、学校

に通う子供たちの心身の健康の支えとなる、素

晴らしい職業だと思います。「人に尽くせる人に

なりたい」という思いにもぴったり合うと思い

ます。 

夢に向かって自分を磨く努力を続けるととも

に、ぜひ周りにも目を向けて、困っている人がい

たら積極的に助けてあげてください。特に学校

は、同世代のいろいろな考えを持った友人がい

るので、たくさんそのような機会があると思い

ます。 

養護教諭には、子供たちとのコミュニケーシ

ョン力が必要だと思います。今がまさにコミュ

ニケーション力を磨く絶好のチャンスです。こ

れからも目標に向かって頑張ってください。 
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◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

最初に立志の代表に選ばれたときは、何で

私がやらなきゃいけないのだろう、と思いな

がら練習をしていました。ですが、１度書い

た作文をもとに、何度も書き直してたくさん

練習しているうちに、とても大変でしたが、

少し楽しいと思えるようになってきました。 

私は人前に立つのが苦手ですが、今回、立

志の宣言をすることで少し自信が持てるよ

うになったと思います。 

私が宣言したことが実現できるかどうか

はわかりませんが、これをきっかけにして今

後に生かしていきたいです。 

人前で話すことは、とても緊張しますよね。し

かし、今回のような場面を乗り越えることで成

長し、自信が持てるようになります。これからも

困難に感じる状況が何度も訪れると思います

が、ぜひ、そうした機会をチャンスと思って、積

極的にチャレンジしてみてください。きっと素

晴らしい達成感を得られると思います。 

保護猫との出会いから獣医師になることが将

来の夢になったとのことで、獣医師は動物に対

しての知識や愛情はもちろん、飼い主の気持ち

も汲み取れる人間的な温かさも必要だと思いま

す。周りの人とのコミュニケーションも大事に

しながら、夢を叶えられるように頑張ってくだ

さい。 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

私が立志の宣言を書くにあたって感じた

ことは、言葉にすることの大切さです。 

自分の好きなこと、将来の夢、その夢に向

かって何をするかを、文にして細かく書くこ

とで、自己理解や自分が何をするべきかを理

解することにつながります。 

夢を語るとやはり少し恥ずかしいですが、

この恥ずかしさを乗り越えたら、自分の書い

た文が私の背中を強く押してくれるのです。 

自分の考えや思っていることを文章にしたこ

とで、改めて自分自身のことを理解できたので

すね。自分の頭で考えていることを紙などに書

き出してみると、それが目に見える状態になり、

より考えが整理されて理解が深まることがあり

ます。きっとこれからも役に立つことだと思う

ので、ぜひこの経験を覚えておいてください。 

「絵を描く仕事に就く」という将来の夢に向

けて、高校で美術を学ぶために今もデッサンを

学んでいるとのことで、自分なりに目標を決め

て取り組んでいこうとされており、とても素晴

らしいと思います。今回決めた目標を忘れず、夢

に向かって頑張ってください。 
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◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

「立志」について考えるにあたって気付い

たことがあります。14歳の私が始める行動

が、未来の私の可能性を広げることにつなが

るということです。 

将来の自分について漠然とした何かはあ

りましたが、文章で表現しようとすると中々

上手くまとまりませんでした。しかし、これ

だけは言えます。可能性は無限大です。私た

ちの人生はまだまだこれからです。無理に夢

を１つに絞ろうとせず、たくさんの夢を抱く

ことも、自分のあらゆる可能性を存分に引き

出す１つの方法になるのではないかと思い

ました。 

だからこそ、自分の好きなことに全力で向

き合い、今この瞬間を大切に生きていきたい

と思います。 

「可能性は無限大」という言葉がありました

が、私もそのとおりだと思います。今はまだはっ

きりとした１つの夢が無くても良いと思いま

す。まだ知らない職業もあるでしょうし、これか

らいろいろな経験をすることで、好きなことや

ちょっと苦手なことなどがきっと見つかるはず

です。 

また、「今の自分が未来の自分の可能性を広げ

る」ということも、まさにそのとおりだと思いま

す。 

現在、ダンスを頑張っており、今後は法律につ

いて学びたいとのことで、何となくやるのか、そ

れとも小さくても毎回目標を持ってやるのかで

は、きっとその成果が違うと思います。 

14歳でこのような大切なことに気付けたこと

はとても素晴らしいと思うので、これからも今

の気持ちを大切に、全力で頑張ってください。 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

僕がこの作文を書くにあたり、現在中学２

年生になるまでに起きたことを思い出しな

がら書きました。 

小学校までは普通に過ごしていたのに、中

学でいきなり病気になり、いろいろと大変な

思いをしながらも、親や友達に支えられたこ

とを書きました。 

そして、宣言をした「何にでも挑戦する人

間」は、病気を気にせず、やることをやると

いうことを考えながら書きました。 

病気で大変な思いをされたと思いますが、ご

家族や周りの友達に支えられて、今は体調も落

ち着いているとのことで、本当に良かったです。 

そして、「何にでも挑戦する」という経験は、

特にみなさんぐらいの年代では必ず自分の財産

になると思います。 

将来の夢は小学校の教師とのことで、ぜひた

くさんのことに挑戦をして、夢を叶えて、将来自

分の生徒たちにいろいろなことを伝えてあげて

ください。 
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◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

立志の宣言では、自分の将来の夢と、努力

と成長の関係性について書きました。 

私は、あまり将来のことについて考えたこ

とがなかったので、とても難しいと感じまし

た。しかし、今頑張っていることや大きな夢、

目標があるということは、全員に共通してい

ることであり、立志の宣言を書くにあたって

初めて気付きました。 

このことから、立志の宣言とは、自分の気

持ちときちんと向き合うためのものだと考

えました。 

普段の生活の中では、忙しくて自分の将来の

ことを考える機会は中々ないですよね。今回の

立志の宣言がそうした機会になり、大きな気付

きがあったのは、とても素晴らしいことだと思

います。 

自分自身と向き合うことは、とても大切なこ

とです。今後、受験や就職など、人生の転機には

必ず必要になると思いますので、ぜひ今回向き

合った自分の気持ちを大事にしてください。 

将来は管理栄養士になりたいとのことで、管

理栄養士は国家資格が必要なので、専門的な知

識が求められると思いますが、これからも努力

を続けていただければ、きっと夢は叶えられる

はずです。頑張ってください。 

 

◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

この作文を書くにあたって感じたことは、

主に２つあり、１点目は職業体験です。夏に

行った職業体験で、保育園で働き、そこで働

くにあたって、何が必要で大切なことは何か

などを教えてもらいました。 

２点目は感謝です。職業体験でたくさんの

学びをくださった方々に、感謝の気持ちを込

めました。 

職業体験によって、素晴らしい経験ができた

ようですね。実際に働き、また働いている人から

アドバイスを貰うことで、より具体的な将来の

イメージが湧いたと思います。 

将来は保育士になりたいとのことで、ご両親

が共に働いているご家庭が増えていることか

ら、保育士の必要性も増していると思います。 

子供はもちろん、保護者の助けにもなる仕事

です。ぜひ、今回の体験で感じた思いを強く持ち

続けて、頑張ってください。 
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◇立志の宣言を書くにあたって感じたことや考えたこと 

発言 所感 

私は、努力できるところが自分の長所だと

気付いたことや、努力が実った経験から、大

人になるうえで１番大切なことは「努力」だ

と思いました。「どのような大人になりたい

か」などの理想像や、「どのような職業に就

きたいか」などの目標のためには、努力が欠

かせないと思ったからです。 

私は立志の作文を書くにあたって、これか

らの生活で大切にしたいことを明確にする

ことができました。高校生になっても、大人

になっても、今までの努力に自信をもって、

さらに自分を高めていくために、努力を継続

したいと思いました。 

立志の作文を機にこの強い決意を忘れず、

これからの生活に活かしていきます。 

「努力できること」というのは、とても自分の

強みになることだと思います。将来の夢を叶え

るためにも必要なことであり、夢が叶ってから

も必要になります。 

昨日の自分よりも少しでも成長できるように

努力を続ければ、きっと素晴らしい人生を過ご

せると思います。努力が目に見えた結果になら

なくても、必ず自分の成長につながります。 

これからもその強い思いを胸に、様々なこと

に励んでください。 
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